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200 号記念にあたって

ISAS ニュース編集委員長松尾弘毅

まことに単いもので，わが ISAS ニュースも 2∞号を

迎え記念特集号発行の述びとなりました。 l 号から 1∞

号の IIU は. 1981 年に文部省の直轄研として現在の宇宙

科学研究所が発足し，東大時代に培った基豊富の上に宇

宙科学研究が飛雌的に発展した時期にあたります。初

代所長は森大吉郎教授でした。

前半においては. M-3S ロケットによる「てんま」

「おおぞら」が成巣を挙げる一方，それまでの闘体ロ

ケット技術の集大成として M-3S n 型ロケットの開発

が進められました。 1985 年 l月と 8月にはその I. 2 号機

による「さきがけ J rすいせ L、」がわが国初の惑星|間

飛行でハレ-~昆の探査に成功しました。さらに 1987

年には「ぎんが」が打ち上げられ.世界の X線天文学

の分野に「ぎんが」時代を商しました。 8~年には国際

太陽地球系物政学;tJ-j illi の先頭を!;T J ってオーロラ観測衛

星「あけぼの」が打ち上げられ，今なお健在です。

鹿児島宇 rii~1 間観測 mi では. M-3Sn 型のための型整

備のほか. 1981 年には全天候型の観測ロケット発射ドー

ムが完成し，さらに S-520 型のペイロードの海上回収

が成功して，いずれも今に続く活躍をしています。

能代実験場では. M-3Sn 型のモータの開発に1mえ

て. 80年代早々に液酸/被水エンジンのステージ試験

が成功しており，さらにエキスパンダサイクルを用い

たエンジンの開発が進められました。有翼飛均体のへ

リコプタからの投下実験(1 986. 87) もここで行われ

ています。

大気球グループは本拠地の三陸大気球観測所での新

プーメラン気球による実験のほか，オース卜ラリア，

インドネシア等での海外キャンペーンを償極的に進め

ました。ハレ一号星探査にあわせて. 198 4'年には 64m

アンテナを有する臼田宇宙・空間観測所が関所し，わが

国は深宇宙探査を独自に遂行する能力を手にしました。

新本部キャンパスとして相模原キャンパスが 1983 年

に着工され. 89年5月には西村純所長のもと移転記念

式JIt!が挙行されています。このIll]. 8MI; には小田稔所

長のもと，ペンシルにはじまる宇宙空間観測 3()iドを祝っ

ています。

今回は. 101 号から 2∞号の|削の宇市科学研究所の歩

みを振り返ってみました。 100 号記念では各部 lの方々

から宇宙研への JQJ 待の言葉を干寄せて mきましたが，巣

たしてご JQI 待に添えたのかどうか，読み比べて頂ければ

と思います。
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編集委員長が選んだ101号

-200号の10大ニュース

女「ひてんJ で月スウィングパイ

の技術を習得

1990年1月 24 日に打ち上げられ

た「ひてん」は，十数回にわたっ

て月スウィングパイを成功させ，

将来の惑星探主へのillを妬いた。

女「ょうこう」が太陽フレアの X 線撮像

1991年8月初日に打ち上げ

られた「ょうこう」衛民は，数

十万欽の太陽X線商像を獲得，

激しくダイナミックな獲を詳

細に研究し塗り答えつつある。

食 GEOTAIL の打上げと磁気圏の研究

1992年7月 24日にデルタ H ロケットによってフロリ

ダから打ち上げられたGEOTAIL!>i速は，健気圏尾部

の榊造とダイナミクスの研究において大きな成果を挙

げつつある。

女「あすか」が宇宙の X 線天体を次々に観測

1993年2月初日に打ち上げられ

たX線天文衛星「あすか」は，超

新51 ・越新星残骸・プラックホー

ル・時黒銀河・ダークマターなど

について多くの発見をなしとげて

いる。

会 SFU が回収される

1995年3月 18 日に H- lIで打ち上げ

られたSFUは，若 l日光一飛行士が熔

乗したスペースシャトルによって地

七に持ち帰られた。赤外線望遠鏡な

ど絡載した俄然も1'1:-'11な成果をもた

らした。

=旦~a
が綴った

宇宙研の100 ヵ月

パート 2

1989.8-1997.11

女 EXPRESS をガーナで発見

1995 年1月 15 日に打ち上げた再突

入カプセル EXPRESS は， 2段目の不

具合により太平洋に落下。と思いき

や同年 11 月にガーナで発見。 パラシュー

トが附傘し，図らずも再突入実験は

成功。

食世界初のスベース VLBI 衛星「はるか」健生

1997 年2月 12 日に誕生した

世界初の ~U 波天文待 i1il rはる

か」は，地上の大型アンテナ

i拝と協力して初めてのスペー

スVLBI 画像を作り出した。

"*M-V ロケット発進

1997 flo2 月 12 日，宇宙科学研究所

の次代を担う M-V ロケットが内之浦

の鹿児島宇宙空間観測所から打ち上

げられた。日本の月・惑 All 探査やさ

らに大型の天文ミッションに大きな

夢を切り妬いた。

女第三者評価を実施

1993 年 12 月，宇宙科学研

究所は国内外の有識者から

なる第三者評価を受けた。

大変に立派な評価をいただ

き，今後の活動についても

有益な助言があった。

三き，

空宇三・ 4

食アンドーヤ基地から観測ロケット打上げ

1990 年から 1994 年にかけ

て，ノルウェーのアンドー

ヤ発射場から観測ロケット

を5機発射し，オーロラや

オゾノを観測。それぞれ宇

宙科学研究所を中心として

10 数名が参加し，海外での打上げの経験を積んだ。

'89.8
ポイジャー海王星を撮像 臼困の制 m

アンテナも竃渡科学実験に一役

'89.10
NTC における TM-8 ∞TVC の燃料民駿

n'u

編集委員長が選んだ101号

-200号の10大ニュース

女「ひてんJ で月スウィングパイ

の技術を習得

1990年1月 24 日に打ち上げられ

た「ひてん」は，十数回にわたっ

て月スウィングパイを成功させ，

将来の惑星探主へのillを妬いた。

女「ょうこう」が太陽フレアの X 線撮像

1991年8月初日に打ち上げ

られた「ょうこう」衛民は，数

十万欽の太陽X線商像を獲得，

激しくダイナミックな獲を詳

細に研究し塗り答えつつある。

食 GEOTAIL の打上げと磁気圏の研究

1992年7月 24日にデルタ H ロケットによってフロリ

ダから打ち上げられたGEOTAIL!>i速は，健気圏尾部

の榊造とダイナミクスの研究において大きな成果を挙

げつつある。

女「あすか」が宇宙の X 線天体を次々に観測

1993年2月初日に打ち上げられ

たX線天文衛星「あすか」は，超

新51 ・越新星残骸・プラックホー

ル・時黒銀河・ダークマターなど

について多くの発見をなしとげて

いる。

会 SFU が回収される

1995年3月 18 日に H- lIで打ち上げ

られたSFUは，若 l日光一飛行士が熔

乗したスペースシャトルによって地

七に持ち帰られた。赤外線望遠鏡な

ど絡載した俄然も1'1:-'11な成果をもた

らした。

=旦~a
が綴った

宇宙研の100 ヵ月

パート 2

1989.8-1997.11

女 EXPRESS をガーナで発見

1995 年1月 15 日に打ち上げた再突

入カプセル EXPRESS は， 2段目の不

具合により太平洋に落下。と思いき

や同年 11 月にガーナで発見。 パラシュー

トが附傘し，図らずも再突入実験は

成功。

食世界初のスベース VLBI 衛星「はるか」健生

1997 年2月 12 日に誕生した

世界初の ~U 波天文待 i1il rはる

か」は，地上の大型アンテナ

i拝と協力して初めてのスペー

スVLBI 画像を作り出した。

"*M-V ロケット発進

1997 flo2 月 12 日，宇宙科学研究所

の次代を担う M-V ロケットが内之浦

の鹿児島宇宙空間観測所から打ち上

げられた。日本の月・惑 All 探査やさ

らに大型の天文ミッションに大きな

夢を切り妬いた。

女第三者評価を実施

1993 年 12 月，宇宙科学研

究所は国内外の有識者から

なる第三者評価を受けた。

大変に立派な評価をいただ

き，今後の活動についても

有益な助言があった。

三き，

空宇三・ 4

食アンドーヤ基地から観測ロケット打上げ

1990 年から 1994 年にかけ

て，ノルウェーのアンドー

ヤ発射場から観測ロケット

を5機発射し，オーロラや

オゾノを観測。それぞれ宇

宙科学研究所を中心として

10 数名が参加し，海外での打上げの経験を積んだ。

'89.8
ポイジャー海王星を撮像 臼困の制 m

アンテナも竃渡科学実験に一役

'89.10
NTC における TM-8 ∞TVC の燃料民駿

n'u



『あ111まの』
EX05-D/1989.2.22/M・35 II ・4

「あけぼの」衛星は 1989年2月 22日に鹿児局宇宙空間

観測所から軌道傾斜角75度の極軌道に打ち上げられた。

遠地点は 10，5∞km，近地点は270kmである。「あけぼの」

の目的はオーロラの発生機構を調べることであった。

ほぼ同じ時期に計耐lがスタートしたGEOTAIL衛星が

オーロラの遠因となっている地球の“尻尾"を調べる

のと補L 、合う|対係にある。

「オーロラは地球の尻尾の部分で磁場のエネルギー

が間欠的に開放され，この時生成されたエネルギーの

高い屯子が極地方の t空に降り注ぎ大気を光らせてい

る現象」である。この説明はやや舌足らずで大事なこ

とを一つ省いてしまっている。地球の“尻尾"で作ら

れた4!子は地磁気に廊E置されて簡単には地球に近づけ

ない。この地磁気の障壁(磁気ミラー)を突き破って

大気陪まで屯子が降り注ぐためには「何かもう一つの

メカニズムJ が必要である。

「あけぼの」計画当時，この問題の鍵が高度B伎泊km

あたりにあるらしいということが分かり始めていた。

磁場に沿った大きな氾場があるらしいというのである。

普通，磁気圏では磁場の方向の電気伝導度が非常に高

く，磁場に沿ったf足場による荷電粒子の加速は考えな

いのが普通である。オーロラの上空では普通でないこ

とが起きているらし L 、。「あけぼの」の目的はこの普

通でないことを観測l的に明らかにしようというもので

あった。

この目的を実現するために先に述べた軌道が選ばれ，

その結果として非常に過献な放射線現境に耐える衛星

の設計が要求されることになった。高緯度地方のデー

タを受信することが必要で.スウェーデン，カナダ，

l昭和基地という海外の受信点を総動員して観測データ

を取得することとなった。また， fI'!!支の高い観~i1Jを実

現するためにやIl~マストや糸巻き形式に収納されてい

る長いアンテナの新規開発も行われた。フライトモデ

ルの組付け中に見つかった輸入耐放射線部品の大量欠

陥とその緊急修復，軌道上でのはじめてのマスト伸展

等， rあけぼの」も卜分開発チームを楽しませてくれ

た。そして，それからB年余り，現在も未だ健在で，

我々を楽しませつづけてくれている。初)gJの成果であ

るオーロラ上空の電場加速の確認，赤道異常ftFの発見

極域からの大気の散逸などの観測に続いて，今は太陽

活動の変動に伴う地球磁気圏の変化を l切らかにすべく

II年1m (太陽の l周期)の述鋭敏訓IJ迷成を目指して頑

張っている。(鶴凹浩-mn

「あけぼの」健在

「あけぼの」衛星では，運用システムを狙当した。

相僕原からのリモー卜運用の実現を目指し，関係メー

カーの皆様と努力した。打ち上って4週間程， 自ら体

験しながら感触をつかんでいたが， 1か月後，鶴田先

生から， r出来そうかワ」と問われて， rゃれそうですリ

と答えた時，ささやかな喜びがあった。衛星は，その

後史上級大規模の磁気嵐を何度か経験しながら，今も

尚観測を続けている。現在私は，字市環境センター

(郵政省)に移り，磁気嵐に伴う放射線械の変動予祖u

という応用的な研究を進めているが， 89年10月 21 日に

北海道でオーロラが見えた日に生まれた長男も 8才。

歳月の経過の迷さに驚くと共に，研究グループの情熱

の持続性は，世に誇れるものと感じている。 11年間

(I太陽周期)の連続観測の実現は目前である。

(小原隆博通信総合研究所)

'89.11
第 5 回ベネトレータ打込み実験 (NTC)

'89.12
20m アンテナ完成 (KSC) 「あけぼの」が撮像したオーロラ

円

。
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'89.12
20m アンテナ完成 (KSC) 「あけぼの」が撮像したオーロラ
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(指弧内はISASニュースぬ載号を示す)

関連年譜

MUSES-A/199D.1.24-1993.4.1DIM ・3S II ・5

『ひてん』

H6.5

H4.9.9 GEOTAIL 第 l四月スウィングパイに成功，

磁気圏尾部探査へ。 (139)

「ひてん J 月而に到 l述。 (146)

ISAS ニュース特集「ひでん J (154)

ワシントン DC ，帽郊 7 レキサンドリアの倉

庫を改造した「クレメンタイン管制室」を

水谷，上杉カ筋肉月而データ解析中のシュー

メーカ一博士と「ひてん Jm 下彼蹟の発見

可能性について討議。

月を厳れたクレメンタイン， r荒野の決凶」

に詠われた如く t GoneForever ，。

H6.6.5 渡辺治氏逝去。

H6.7.17-22 シューメーカー・レビ一貫 ~9~liL 木

星に衝突。

H7.8.3 シューメーカ一時士，来所。 (173)

H7.9 インターネットに ISAS ホームページ開設。

(174)

H9.6.14 伊藤宮造先生逝去。 (196)

H9.7.18 シューメーカ一時士， ，.u石調査のため訪問

中のオーストラリアにて自動車事故死。

H9.8.31 月の女神ダイアナの名の女性死す。

H9.9.10 rひてん」のダスト・カウンタを但当した

ドイツのクラウディア女史，長女レアを出

産。御主人がインターネットでその写真を

世界中に配信。

「ひてん J 打上げから今日までは，ちょうど ISAS ニュー

ス 1∞号から 2∞号の時 JUJ にあたります。この lUI ，人は

去り，また生まれ， rひてん」打上げの頃には存在す

らしなかったインターネットなるものが政冠する時代

になりましたが，飛天傑は月面上，兎の耳の先に鎮座

して，ずっとこの世の万物流転を見守っていらっしゃ

います。(上杉邦:長)

H5.4.10

Hι1

H6.4.15

M-3S11-5 により MUSES-A を打上げ。

「ひてん」と命名。 (106)

第 1閏月スウィングパイ成功。月周回軌道

へ係衛星「はごろも J を投入。(1 09)

第2回スウィングパイにより軌道速度の減

迷に成功。 2重月スウィンパイ達成。( 113)

政泌のよ誕地点 135 万km に到達。 (119)

「すいせい」臨終。 (120)

第8匝|スウィングパイ成功。スウィングパ

イ実験終了。 (121)

高度 125km の地球上!回大気に笑入し，エア

ロ・プレーキ実験に成功。 (121)

高度 120km にて第 2回エアロ・プレーキに

成功。所期 lの目的を達成し，フォローオン・

ミッションへ。(l 2 I)

中間鰐氏逝去。(1 27)

第 101m スウィングパイによりラグランジュ

点 (lA， L5) 近傍探査軌道へ。(1 27)

「さきがけ」地球に帰還，スウィングパイ

に成功。 (131)

「ひてん」本体月周囲軌道へ投入。 (132)

大林辰蔵先生逝去。 (132)

「ひてん」泊分の GEOTAIL ， フロリダか

ら打上げ。 (137)

斎藤敏氏逝去。 (139)

H3.3.30

H4.2.15

H4.2.19

H4.7.24

H4.9.8

H3.8.22

H3.10.2

H2.7.10

H4.1.8

H3.3.19

H2.1.24

H2.3.19

H2.11.17

H3.2.22

H3.3.8

'卯 1.24

Mｷ3S0-5 打上げ(ひてん) (KSC)
'鈎1.2 4

ひてん (MUSES-A)

90.1-2 ダイアナロケット実験 (KSC)
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『ょうこう』
50LAR-A/1991.8.30/M・35 II ・6

「ょうこう」衛星は，これまで既に6年以上にわたり

極めて順調に観測を続けてきた。この閥. lill! X線望遠

鏡は川xl個以上の太陽フレアを観測し，軟X線望遠鏡

は380万枚を越える「激しく活動する太陽の高温コロ

ナ」の鮮明なX線画像を搬影し，さらにX線分光計は

その詳細なスベクトルを記録している。

「ょうこう」は，太陽活動の極大JQl に打ち上げられ

た。現在，太陽は活動の極小j聞を経過して. 2α)()年代

初jめの次の極大JQlに向かつて再び活発に活動を再開し

始めている。このように長期にわたって太陽活動の連

続観測をした衛星はこれまでになしその優れた観測

能力とともに「ょうこう」の今後の長期にわたる述続

観測が大いに期待されている。「ょうこう J のこれま

での研究成果は実に多岐にわたるが，なかでも特筆す

べきことは，太陽の超高混プラズマが極めて激しくダ

イナミ y クな変動をしている様相をはじめて明らかに

し，それを支配している太陽磁場との相互作用の解明

を進めてきたことである。特に，長年の懸案であった

太陽フレアの研究を大きく前進させ，磁場の再結合が

フレアの発生に決定的な役割を担っていることを示し

たことは重要な成果の一つである。

これらの観測結果は，広く世界の太陽物理学者に提

供され，多くの研究が行われた。これまでに約4∞編

の研究論文が発表され，年々の発表論文数もまた地加

の一途をたどっている。日本以外の研究者による発表

の方が多いのは，総数では外国の研究者の数が多いか

ら当然であるとは言え，喜ばしいことである。

「ょうこう」は，我々が日頃よく見慣れている太陽

を，全く新しいX線と言う目で見た画像を見せている。

これは，学問的にも重要なことであるが，問時に，一

般の人々に長先端の科学の成果を大変親しみやすい形

で提供したという点でも意義あることである。このこ

とはNASAの惑星探査機が地球の{中間である火星，土

屋，木星などの詳細な素顔を見せてくれたことに似て

いる。既に「ょうこう」の画像は，ワシントンのスミ

ソニアン航空宇宙|事物館でもビデオで常設展示されて

いるのを始め，世界各国の極めて多数の博物館・科学

館，テレビ番組，科学l決闘，書鋳，雑誌等で広く紹介

され，科学教育と啓蒙活動のために利用されてきた。

毎日の観測結果は，インターネットその他の通信回

線を通じて即時に世界中に配布され，各国の天文台や

研究機関が共同観測のデータとして，また研究計画立

案の:i'J:重な資料として役立っている。

(小川原嘉l珂)

「ょうこう J 硬×線望遠鏡開発の

「盲」と「蛇」

硬X線望遠鏡の商圧電源に火を入れて64索子全ての

正常動作が確認できたときの喜びは忘れられな L 、。多

素子すだれコリメータによる「フーリエ合成型」望遠

鏡を提案したころは，これで鎌像ができるということ

さえなかなか理解してもらえなかった。私自身は磯信

があったが，それはコリメータや検出器のハードの難

しさに無知であったが故 cr盲，蛇におじずJ) である。

設計が固まり製作が始まってからは冷や汗の連続だっ

た。特に最終盤の振動試験でボロが出たときには全素

子の完全動作は期待できな b、かもと弱気になった。全

索子正常動作を示すテレメトリ・データを見つつ鹿児

島から仲間に興奮して電話したのは， もう 6年も前の

ことだ。幸い硬X線望遠鏡は今も正常に働いている。

(小杉健郎国立天文台)

'90.1-2
ダイアナロケット実験 (KSC)

'90.2
7 ンドーヤで撮ったオーロラ

'90.3
「ひてん」第 1 回月スウィンゲパイ(相模原)

ン "J
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GEOTAIL
GEOTAIL/1992.7.24/DeltaII

GEOTAIL は 1992 年7月に米国の 7 ロリダからデル

タ E ロケァ卜で打ち上げられた日米共同プログェク卜

の衛尾で，現在も順調に観測を続けている。主目的は

地球磁気圏尾郎の探査で，和名では「磁尾艇留」と 3

く。観測した領域は軌道の特徴によって二つに大別さ

れる。前半の 94 年 11 月までの 2年余りの期間では，月

のスウィングパイ技術を利用した軌道制御によって越

地点が常に地球の夜側(磁気圏尾部)に保たれ. 210

Re(Re= 地球半径; 21ORe=134万km) までの磁気閣

法尾部の広範な探査が行われた。これほど広範な越尾

部の領域を総 f古的に観測 l したのは GEOTAIL が初めて

であり，多くの新しい知見がもたらされた。

その後，軌道は大きく変更され，現在は近地点 6万

km ，遠地点 19JJkm の怖円軌道で比較的地球に近い領

域の磁気附プラズマの観測を行っている。この軌道で

は，磁気閥尾郎だけでなく，昼間側の磁気閥抗界而や

51!に太陽側にある衝撃波の観測データも ~'br に得られ

ている。

GEOTAIL の観測データは，その質・ t1 ともに，従

来の磁気図観測衛星に比べて飛躍的に向上したため，

磁気聞物理学の進展に大きく貢献してきた。ちなみに.

国際会議での口頭発表件数は約 750. 学術専門誌に発

表された論文数は 170 程である。昨年 II 月には， この

衛星の成巣を中心とする「地球磁気圏属部研究の新た

な展望」の国際会議が金沢市で聞かれた。 GEOTAIL

の数多くの観測成巣のなかで，磁気リコネクション過

程の研究は特にめざましいものがある。磁気リコネク

ションは地球磁気風だけでなく，もっと一般的に，太

陽コロナ，天体プラズマ，骸融合プラズマでも重要な

索過程のーっと考えられている。 GEOTAIL は，その

現場あるいは近辺を調べることのできる唯一のプロー

プである。実際，その観測結*は磁気リコネクンョン

過程によるプラズマの加熱・加速過程やプラズマ混合

過程の研究に飛躍的な進展をもたらしつつある。

一方. IACG などの協議のもとにロシアのインター

ボール衛星や米国の WIND. 問LAR の，J;i衛星との共

同観測キャンペーンを実施してきた。また，絞近では，

太陽フレアに伴って惑昼間笠間に政 tH された多:!Ilのプ

ラズマ雲が地球に磁気嵐を起こしている現象について

現在活躍中のできるだけ多くの衛星観測や地 t観測デー

タ，計 n:機シミュレーションを駆使して研究しようと

いう大規模な国際共同研究が特に米国を中心に展開さ

れており，その中で GEOTAIL の観測データはキーと

なっている。(向井利典)

衛星の計画停電

ISAS の衛星の中で全ての電源を計画的に停電させ

たのは GEOTAIL が唯一と思う。但しミッションを全

うして，ただ無意味に:1'1:重な屯波資源を浪費するのを

防ぐため，丁重に最後の引導を渡した衛昼は別である。

GEOTAIL の目的達成に重要な観測僚機の一つ LEP

(低エネルギー粒子計測装世)がラッチアップ現象を

起こし，衛星全体の電源を一時切る以外に凶復の道が

なかったために実施した決断であった。この停電を行

うに当たっては様々 な解析や実験が行われ，安全に実

施可能か否かを入念に検討した。関係者一同祈るよう

な気持ちで決行したこのオペレーションにより，一部

にその後の連用上の不都合を残したものの，仮死状態

のLEP は無事生き返り，その恩を忘れることなく貴重

な観測データを送り続けている。(僑本正之)

'卯 6

宇宙科学復興会館立

'伺 6

タイ国王女 KSC 来肪

'ω7

トルーリー NASA 長官来訪(相槙lID

財宇宙科学振興会常立祝賀会
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GEOTAIL
GEOTAIL/1992.7.24/DeltaII
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『あすか』

ASTRO-D/1993.2.20/M・3S II ・7

科学衛星「あすか」は， 1993年2月 20 日に打ち上げ

られた，わが国4番目のX線天文衛星です。来る2月に

は，満5成の誕生日を迎えることになりますが， これ

までのところ大きな問題もなく順調に観測を続けてい

ます。現在， 日米両闘を中心とした世界の研究者から

の観測申込みに基づく一般公募観測が行われており，

これまで. 6回の観測申込みを受け付けてきました。

「あすか」の特徴は，比較的波長の短いX線に対しこ

れまでにない感度の搬像能力を持ち，あわせて，これ

までにない精度の分光能力を持っていることです。そ

のような「あすか」への世界の研究者の関心は高く，

いつも2-3倍の競争率になっています。そして，観測

提案の中から選ばれたものを中心に，これまで 15∞近

いX線源が観測され，数多くの成果があげられてきま

した。それらをもとに，すでに， レフェリー付きの学

術専門誌に3∞近い論文が発表され. 25人を越える博

士が誕生しています。以下に，これまでの「あすか」

の成巣の一部を紛介します。

・濃いガスに取り閉まれているため今まで観測にかか

ることのなかったごく初期の原始星からのX線を検出。

原始星の研究に，まさに新しい光を提供した。

・超新星残骸の周辺でたいへん効率よく粒子加速が起っ

ているらしいことを示す証拠を発見。宇宙線の加速の

現場をはじめてとらえたものと考えられている。

・われわれの銀河中心の方向にひろがって見えている

X線の中に，冷たい物質が強いX線に!照射されたとき

に出る鉄の特性X線を発見。その特性X線の盆を説明

するには，われわれの銀河の中心は，今から数百年前，

今よりずっと強L 、X線源だった可能性がある。

-活動銀河のスペクトル中に，ブラックホールのごく

近くで回転している物質から出ていると考えるとよく

説明される特典な銅i線構造を発見。これは，活動銀河

の中心にブラックホールが存在している大きな証拠を

もたらしたと言える。

・銀河団を包む高温ガスの分布を詳細|に観測し， rE温

ガスを拘束するのに必裂な重力'1%1のほとんどは，光

やX線での観測にかからない附黒物質で，その分布に

も，銀河団スケールと，より小さな銀河スケールの階

胞構造があることを明らかにした。

・重力レンズ効果の見られるクェーサーの手前に，重

力源としての，銀河がほとんど見えないのにX線で明

るい(高混ガスはある)特異な銀河団を発見。比較的

若い字'rtiに銀河聞がすでに存在していたことにもなり，

宇宙の進化の研究に大きな影響を与えよう。

(井上一)

「あすかJ 誕生をめぐる『食い物の怨み』

打上げ・初期j運用の 1 ヵ月半のKSC滞在は大変慌し

く，また緊張の述続でもありました。しかし，旅館の

方の心使いで海産物を中心とした食事は至極良いもの

で，一緒に飲む焼酎ともに，これを心と体の支えに忙

しい日々を送っていました。型E勢:ttl御系が無事立ち上

がり相模原に帰ってきますと，相模原の巡用担当の皆

さんがゲッソリやつれて見えます。聞くと，まともに

食事の時間も取れず，近くで買ってきた弁当しか食べ

ていないとのこと。一方私はI ]J.(まれた食事のお蔭か，

ツヤツヤと太って見えたそうです。 KSC滞在中の食

生活のことを話すと，怨まれること怨まれること，未

だに根に持たれているようです。私もその後相模原で

弁当だけの貧しい生活に突入し，痩せる思いを致しま

した。体重が元に戻ったのは3年後でしたが。

(紀伊恒男)

'90.10
M宇 14SIM 地上大気燃焼試験 (NTC)

'90.11
SO 大気燃焼鼠験(苫小牧)
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EXPRESS
EXPRESS/1995.1.15/M ・3S 11-8

EXPRESS 計画は 80 年代の終わりに外部からの Mクラ

スのロケットを使ってマイクロ Gなどの宇宙実験をした

いとの要請に端を発した。曲折の後日独の協力の下に

日本側は通産・文郎省が主体となって M-3sn を使って

宇宙での新材料 fill 製と再突入技術習得を目的としたカ

プセルの飛行実験を行う方向で大筋の合意が得られた

のが 1990 年。この|副所内では科学探査用ロケットの外

部の利用の是非や独自計画に与える影轡などについて

議論がされ，軌道からの再突入機会を得ることは:1.'1:重

であり，惑星探査の将来ミッションを実行する上でのフ

リーハンドを広げることが参加の意義のひとつとなった。

計画は 90 年10 月ドイツでのキックオフから始められ，

カプセルや搭載実験の検討が進められたが途中から「ど

うもドイツの調子が変だ」と感じられるようになった。

ベルリンの壁が開いたのは 89 年秋で計画開始の前だった

が，その後国境の開放から東西の統一が実現するに及

び経済状況の変化が計画の進行を困難とした。予算の

縮小でこれを切り抜けるべく努力を重ねたが， ドイツ統

一の結果として必要となった対ロシア支援とこの計画を

リンクさせることで打開を図った。この結果新しい体制!

としてドイツ側はロシアからカプセルを調達し搭載実験

や西側機総をインテグレー卜することとし， 92 年秋には

計画は再開された。この間日本側では計画の返れにし、

らだたされる場面も多かったが，通産・文部|剖の予算

執行上の問題から製造日程の変更など関係者の努力で

この計画変更に対応した。

最終的に打上げは 95 年1月となり，&の M-V との関係

でこれがぎりぎりの線で，これ以上の遅延は許されない

状態での打上げとなった。日独銭の混成チームによる

準備によって，ウインドウ初日の打上げを迎えたが， 2

段目の不具合により軌道突入後3周回で機体を失った。

ロケットの不具合調査や日独関係機関との後始末も一

段落して正にほとぼりも冷めた何年11月末，ガーナでカ

プセル発見の報が突然舞い込んだ。現地での確認作業

の後96年3月にカプセルはドイツに回収，飛行後の状態

をよく保存していることが明らかになるに従い，飛行後

調査を闘始。機体や搭載実験は再突入i時のデータ取得

は行われなかったものの，再突入飛行に|刻わる耐熱特

性など飛行後回収して初めて分かることも多く，ゼロで

あった実験の成果は一気に増えた。

それまで全機成功の E 型の最終号僚を成功で飾れな

かったことは打撃だったが，その教司IIはM-VIこ十分に生

かされた。再突入技術についてはMUSES-Cなどの新し

い展開の基となった。冷戦終結の荒波にもまれ，国際

協力を進める上での様々な教訓|と多くの経験を残し

EXPRESSミッションは終了した。(稲谷 芳文)

EXPRESS のひとこま

「おい， もう一回ドイツ行って米L 、J rえっ，まだ船

便の荷物届いてないんですけどJ90年9月， I年間のシ

ュツットガルトでの在外研究から帰って 1 ヵ月後，三

陸で有翼再実験の気球の準備中のこと。 EXPR邸Sに

宇宙研がどういう関わり方をするか盛んに議論してい

た時期でした。とりあえず複数の実験者やDARA，

メーカ一等を含むドイツ側の様子や体制がどうなって

いるか，暫く行って実際に調べてこい，というのです。

「要するに密偵ですかJ rまあそういうところだ」と所

長の西村先生。ようやく帰ってからの引錨しや子ども

の保育園やらの段取りが落ちついたばかりでしたが，

「また行く」というと「みんなで行く」。彼らにはドイ

ツのクリス7スやまた友達に会えることなどしか頭に

ありません。ともあれ私にとってそれからガーナでの

発見回収，飛行後調査に終わる長い道のりの一番初め

でありました。(稲谷芳文)

日1.7

SOLAR-A総合試験終了(相模原)

'91.7
「ひのとり」落下

'91.8
M-3SD-6(ょうこう)打上げ (KSC)
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EXPRESS
EXPRESS/1995.1.15/M ・3S 11-8

EXPRESS 計画は 80 年代の終わりに外部からの Mクラ

スのロケットを使ってマイクロ Gなどの宇宙実験をした

いとの要請に端を発した。曲折の後日独の協力の下に

日本側は通産・文郎省が主体となって M-3sn を使って

宇宙での新材料 fill 製と再突入技術習得を目的としたカ

プセルの飛行実験を行う方向で大筋の合意が得られた

のが 1990 年。この|副所内では科学探査用ロケットの外

部の利用の是非や独自計画に与える影轡などについて

議論がされ，軌道からの再突入機会を得ることは:1.'1:重

であり，惑星探査の将来ミッションを実行する上でのフ

リーハンドを広げることが参加の意義のひとつとなった。

計画は 90 年10 月ドイツでのキックオフから始められ，

カプセルや搭載実験の検討が進められたが途中から「ど

うもドイツの調子が変だ」と感じられるようになった。

ベルリンの壁が開いたのは 89 年秋で計画開始の前だった

が，その後国境の開放から東西の統一が実現するに及

び経済状況の変化が計画の進行を困難とした。予算の

縮小でこれを切り抜けるべく努力を重ねたが， ドイツ統

一の結果として必要となった対ロシア支援とこの計画を

リンクさせることで打開を図った。この結果新しい体制!

としてドイツ側はロシアからカプセルを調達し搭載実験

や西側機総をインテグレー卜することとし， 92 年秋には

計画は再開された。この間日本側では計画の返れにし、

らだたされる場面も多かったが，通産・文部|剖の予算

執行上の問題から製造日程の変更など関係者の努力で

この計画変更に対応した。

最終的に打上げは 95 年1月となり，&の M-V との関係

でこれがぎりぎりの線で，これ以上の遅延は許されない

状態での打上げとなった。日独銭の混成チームによる

準備によって，ウインドウ初日の打上げを迎えたが， 2

段目の不具合により軌道突入後3周回で機体を失った。

ロケットの不具合調査や日独関係機関との後始末も一

段落して正にほとぼりも冷めた何年11月末，ガーナでカ

プセル発見の報が突然舞い込んだ。現地での確認作業

の後96年3月にカプセルはドイツに回収，飛行後の状態

をよく保存していることが明らかになるに従い，飛行後

調査を闘始。機体や搭載実験は再突入i時のデータ取得

は行われなかったものの，再突入飛行に|刻わる耐熱特

性など飛行後回収して初めて分かることも多く，ゼロで

あった実験の成果は一気に増えた。

それまで全機成功の E 型の最終号僚を成功で飾れな

かったことは打撃だったが，その教司IIはM-VIこ十分に生

かされた。再突入技術についてはMUSES-Cなどの新し

い展開の基となった。冷戦終結の荒波にもまれ，国際

協力を進める上での様々な教訓|と多くの経験を残し

EXPRESSミッションは終了した。(稲谷 芳文)

EXPRESS のひとこま

「おい， もう一回ドイツ行って米L 、J rえっ，まだ船

便の荷物届いてないんですけどJ90年9月， I年間のシ

ュツットガルトでの在外研究から帰って 1 ヵ月後，三

陸で有翼再実験の気球の準備中のこと。 EXPR邸Sに

宇宙研がどういう関わり方をするか盛んに議論してい

た時期でした。とりあえず複数の実験者やDARA，

メーカ一等を含むドイツ側の様子や体制がどうなって

いるか，暫く行って実際に調べてこい，というのです。

「要するに密偵ですかJ rまあそういうところだ」と所

長の西村先生。ようやく帰ってからの引錨しや子ども

の保育園やらの段取りが落ちついたばかりでしたが，

「また行く」というと「みんなで行く」。彼らにはドイ

ツのクリス7スやまた友達に会えることなどしか頭に

ありません。ともあれ私にとってそれからガーナでの

発見回収，飛行後調査に終わる長い道のりの一番初め

でありました。(稲谷芳文)

日1.7

SOLAR-A総合試験終了(相模原)

'91.7
「ひのとり」落下

'91.8
M-3SD-6(ょうこう)打上げ (KSC)

-8 ー



SFU
SFU/1995.3.18 ・1996.1.13/H-II ， STS ・72

3省庁， 4実施機関の共同開発となった字市実験・観

測フリーフライヤ (SFU) は. 1987 年度より開発が始

まり. 1995 年3月 18 EI に H-U により打ち上げられ，翌

年1月 13 日にスペースンャ卜ル STS-72 により回収され

て帰還した。字市開発計画の見直しにより，共同開発

となった他， SFU の打上げがスペースシャトルから H

E に変わったことで，プログラム管理上の問題が生じ

た。その一つは， H-U へのインテグレーション(イ

ンターフェイス調毅)は H- I を恭に円滑に進んだが，

スペース y ャトルのそれは回収が半年以上後というこ

ともあって進まないことであった。加えて NASAl まコ

スト抑制のためインテグレーションを極力遅らせる方

針であるし，我々にとって NASA の手順は不明な点が

多かった。結局，オプショナルサービスとして前倒し

の作業を依頼して凌いだ。他の問題は本体，実験両シ

ステムが同時開発スタートとなった事である。上記の

ような事情もあり，本体システム設計を，ひいては実

験リソース(重盆， ~-U力，排熱等)を改訂しつつ実験

システムが i摘発されたことである。システム飽当は実

験側との折衝，殊 iこ3者共同の建前尊重に腐心した。

両システムの開発には時間差を設けるべきであったと

思う。

技術的な段大の課題は NASA 安全基準であった。

NASA でのオリエンテーションで最少のインターフェ

イスでの安全化を強調され， ヒドラジンの凍結・解凍

による漏れ対策として楕円断面配管を提案した。

NASA は当初大歓迎の意向を示したが，新しい試みに

対する“ no experienceb回is'" 方針に押し戻され，全

飛行システムの実被試験を要求されるに至り，取下げ

を余儀なくされた。長期に亘るやりとりで学んだ点も

多かったが，今後立証を行って活用すべき技術である。

回収巡用中に収納ラッチが確認できず放棄した太陽

電池アレイの故障については二つの教訓|を学んだ。一

つは微小重力環境を地上試験や解析でどう模擬するか

である。今回の経験を;1;l;に夫々改良が IJl Iえられようが，

対痕療法にとどまるであろうし，徹底的に行うとすれ

ば費用がかかる。他の視点は宇宙飛行士の搬った写真

とビデオである。これらによって原因究明がはかどっ

た。意図せぬ軌道上収納試験となったが，有人の有効

性大なる事を教えられた。

SFU は日本に帰還した後，様々な飛行後解析をうけ

た。表面を被う断熱多回目見 (MU) の化学分析結果か

ら，ポリイミドの結合が切断され，アミノ酸もどきの

化合物が遊離していることが認められた。こうした人

工物により天体や持ち帰ろうとするサンプルの汚染は

避けねばならな L、。惑星探査における逆検疫の重要性

を認識させられた。(栗木恭一)

日本初の輸入品

SFU は再利用が可能な衛星である。当然ハードウェ

アが地上に戻ってくるのが前提であり，その特徴を生

かした実験装置も数多く搭載された。一度宇宙へ打ち

上げた衛星を地上に持ち帰るために米国のスペースシャ

トルが使われた。従って輸出・再輸入手続きが必要と

なり， I調達各省庁・機関の多大な支媛を受けた。結巣

ついに日本で初めての宇宙からの蒋輸入品となった。

聞けば米国には， NASA などが宇宙活動で得た物の米

国内への持ち込みには関税を免除するという法律があ

り，月の石やその他の天体からのサンプル持ち帰りに

も既に照準が向いている。他方， SFU を船で米国から

輸出するため，港湾保守料を貨物対価の 0.125% の割

合で徴収するとのことでー騒動あったが，さであれは

どうなった事やら? (消水幸夫)

'91.9

「ょうこう」の太陽軟X線像
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ATR地よ燃焼鼠験 (NTC)
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『は否か』
MUSES-B/1997.2.12/M-V・1

1989年に開発着手がなされたMUSES-Bは， 1997年2月 12

日. M-Vロケット初号機によって打ち tげられ，衛星「は

るか」となった。 MUSES-Bは，スペースVLBIを目指す工学

実験衛星として計画された。スペースVLBIは地球上のVLBI

の宇宙への拡綴で， nl波望遠鏡の一つを人工衛星に乗せる

ことにより，地味の大きさからくる基線長の制限を無くし，

地球上では実現できないような高い角度分解能でクエーサ一

等の天体のイメージング観測を行おうとするものである。小

Ell 稔，野村氏也両先生が1983年年初「スベース VLBIの可

能性を検討する会」という小研究会を開催されてから，今

およそ 15年， rはるか」は，世界初の也被天文衛星として，

スペースVLBIの実験に取り組んでいる。

MUSES-Bのスタートに先立って，宇宙研と国立天文台の

研究者の|剖ではVSOPと呼ぶ， スペース VLBI観測を目指す

衛星の計画が倹討されていた。 MUSES-Bは，工学的・伎術

的課題を達成した上で， VSOPのための天文衛星になる， と

いう二重の目標を持つことになった。 VSOPは国際的関心を

呼び， MUSES-BIoi海外では専らVSOP衛星と呼ばれてきた。

幸いにして，打上げ後，極めて難度の r~~ t 、課題であった大

型アンテナの展開の成功を初めとして， フェーズトランス

ファー，篠載観割Ij系，大容I;):テレメトリ，アンテナ指向制

御，軌道決定など，工学的諸課題は目標通りに達成された。

打上げ1 ヵ月後の5月中旬， rはるか」は，地上'ill波盟遠鏡

との聞で受信信号を干渉させることに成功。「はるか」と臼

田の64mアンテナがクエーサーPSK 1519-273を胤波数1.6GHz

において観測， rはるか」のデータは新設の臼回Kuバンド局

に降りた。データは同じく新設のVSOP相関器により国立天

文台三鷹において処型された。この干渉の成功は「はるか」

がスペースVLBI衛星として基本的な機能を満たしているこ

とを実証したもので，ここにスペースVLBIのための衛星が

実現した。

6月の中旬， rはるか」は，天体のイメージングに成功した。

「はるか」と米国国立ill波天文台 (NRAO) の VLBI ネット

ワークがクエーサーを 1.6Gz{j}で同時観測，クエーサ-PKSI

519-273 とJ1 156+295のイメージを生成した。後者は噴出す

るプラズマの構造を示した。これらは世界初JのスペースVLBI

映像となった。 7月には. 5GHz~l}でのイメージングに成功

した。「はるか」は米国NASA/JPLと NRAO，オーストラ

リアや欧州，カナダ他の也被天文台との緊密な協力のもと

に実験，観測を行っている。「はるか」から也被天文学上の

成巣が次々と出てくるものと期待している。(服部 春任)

「遥かな途J の中で，ちょっぴり思い出をたどれば

「はるか」は純国産ですが，これを中心に据えたスペース

VLBI計画 rVSOPJ は国際性が豊かなので，国際打合わせ

の回数はたいへんなものでした。そのなかでたいへんな出

来事は，モスクワに向かつて走るパスの夜の事故でした。

一緒のNEC衛星主任のヰ1)11 さんは足を骨折，手術。モスク

ワからの担架での帰国，再手術。大変な思いをされました。

天文台の森本さんも口飢負傷， しかし，会話能力は完全復

帰です。

MUSES-Bは，打上げ後. rはるか」になりました。 8年間

も慣れ親しんできたMUSESレBですので，新しい名になじむ

のに時間がかかっています。野辺山の川辺さんからは， r う

ちの娘の名前にしてくれてありがとう」と，お礼の電話。

知らないご婦人からも， r姪と同じ名前で婚しい」とお手払

命名には関係していませんので，この場を借りて御礼転送。

宇宙研の図書に勤められた南山さんのお宅の近くの公園

の樹で，降りれなくなった仔猫が一晩鳴いていたそうです。

家につれて帰って名前を付けなければと思っていた矢先に，

テレビで打上げシー/。これで，仔猫のホームステイ先の

お母さんは，ぽんと閃いて「はるか」にしたそうです。樹

の上から下りれなかったなんて，やっぱり天からの仔猫な

のでしょう。英文名は. HALCATですね。

宇宙開発事業団の「みどり」の場合は公募で，命名委員

をおおせっかりました。しかし，軌道に乗った「みどり」

は，文字どおり嬰児のまま亡くなってしまいました。子を

持ってわかる，とてもとても残念な事でした。(平林 久)
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『は否か』
MUSES-B/1997.2.12/M-V・1
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赤外線観測
気球， IRT5, 150

大気の吸収と政射の影響のないスペースは赤外線観

測にとって理想的な観測条件を提供するが，赤外線観

測の宿命である極低温冷却の墜を越えてこれを実現する

のは容易ではない。とりわけ，衛星にもなると大きな打

上げ能力を持ったロケットが必要になるため，比較的容

易な気球観測から始めることにした。しかしながら，当

時すでに赤外線衛長 IRAS (米英蘭)の打上げが予定さ

れていたため副 II光観測では勝負にならないと考えた。そ

こで，分光観測にねらいを定めて，昼間空間の熱収支

の鍵を鐙っていると考えられていた屯離炭素の遠赤外ス

ペクトル線 (158μm) を使って銀河系内の強度分布を

観測することにした。初期 lの頃のオーストラリア実験で

は失敗続きの苦い思い出ばかりが残っているが，その後

の米国逮征での成功から到 iみがつき再挑戦したオースト

ラリア実験にも成功し.南北両半球の天の川銀河の詳

しい強度分布図作りに成功した。その頃，宇宙背景放

射観測衛星 COBB (NASA) が上がり，悶じスペクトル

線の観測が行われたが，我々の観測では笠|問分解能で

30倍，分光分解能でも 20j 告というはるかに優れた観測

結巣を前にし大いに気をよくしたものであった。

宇宙での観測は SFU で初めて実現した。しかしながら，

共用のプラットフォームから来る様々な制約のため， 口

径は 15cm が精一杯であった。それでも，拡散赤外線の

分光観測を中心に据え，また. He3 冷凍績をill:ったサプ

K温度ポロメターの初採用など新機軸を出すことに努め

た。我が国初めての極低温冷却望遠鏡ということで，

自らの苦労や不安が多かったが，他の共同研究者や打

上げ勉当者にも色々ご迷惑をかけることになっ Tこ。幸い，

打上げ後は信じられないほど全てが順調に進み，約 4週

間にわたる観測は大成功に終わった。務戦された 4種類

の観測器からは様々な結巣地保}られているが，中でも，

銀河而の広い領域にわたって有償物質の微粒子が存在

していることがわかったことは大きな収穫であった。そ

の他，観測中に. 1万個を越える星の赤外線スペクトル

が取れ，恒星スペクトルの i主主なデータベースを俊供す

ることになった。

気球にしろ. IRTS にしろ，ユニークな研究で日い評

価を受けているとはいえ，研究内容が狭いことは否めな

い。これを補うために ESA のISO 計画に参加して，原始

銀河の探索や星 l剖物質，終末期の星の研究に成栄を上

げているが，やはり，独自の衛星を上げて赤外線天文

学の中心舞台への進出を計りたい。幸い. M-V を使っ

た本格的な赤外線衛星計画 (ASTRO-F) にも沼手するこ

とが出来. 2∞3年の打上げを目指して夢が膨らんでいる。

(奥田治之)

成功に変わったエンプティー

1985 年豪大陸中央アリススプリングス。気球俗載赤

外線望遠鏡の初飛行にきていた。運送中の装置の破損

と修理，無期限港湾ストによる機材 ~J :t'三週間遅延な

ど計画は大幅に狂った。 401支越の敵暑，安ホテルの織

れたベッド，眼に群がる縄，金欠病と戦いながら，ょ

うやく赤外線センサー冷却の準備。そして冷却Jjj液体

ヘリウム到着の知らせ。一抹の不安。シドニーからの

3αm キロの鉄道使で何リットル蒸発したのか。容器を

基地に連び込んでトーマス教侵が液量を調べた。「エ

ンプティーリ深い絶望感と無力感。もうだめだ。こ

のまま日本に帰るのか。・・・・沈黙を破って奥田先生が

叡然とした口調で言った。「もう一度送ってくださ L 、。

もっと確実な方法でリ一週間後，チャーターした特

殊飛行機が液体ヘリウムを届けてくれ. 2度失敗の後，

3度目のフライトで観測に成功した。

(名大理・芝井広)

'92.7-8 幻 7

M-'4 テストスタンドオベレーション (NTC) M-34 伸展ノズル続犠(相複原)
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M-Vロケット

Mロケットは四半世紀余にわたり順次改良されつつ，

20機の科学衛星等を打ち上げ，我が国の宇宙科学の発

展を支えてきたが， 90年代以降の諸科学ミッション遂

行のためにMの"il!なる能力向上が望まれていた。 1989

年字前政策大綱が改訂さ札 90年fW降の科学ミッショ

ンの進展に対応して使用するためにM系ロケットの大

型化を図るとされ，次世代M-Vの開発が， 95年 1 ，2月

期lの初号峻打上げを目標に， 90年に開始された。

M-Vの開発に当たっては，政策大綱で述べられた如

く，全段悶体ロケット伎術の最適な維持発展と内之浦

の発射場c1鹿児島宇宙空間観測所)の有効利用がii百鎚

とされた。 M-V型ロケットでは，直径を205mへと増大

し，ファイア・イン・ザ・ホール分離/点火伎術，各

種新材料， EE燃迷高性能推進薬，新聞頭樹崎，ファイ

パ・オプテイカル・ジャイロ等様々の新技術を導入し

て，字'in科学研究所が長年培ってきた固体ロケット技

術の集大成として全段を新規に開発することとなった。

最新技術を導入して殆ど全てを新規に開発したこと

もあり，開発は予定どおりに進まない而もあった。 92

年5月，新開発の超高抗張力鋼を使用した I ， 2段モー

タケース試作品の耐圧試験で，ケースが規定圧力以下

で溶僚級から破峻した。原因究明の結果，当該材料の

予怨外 I:~·れ、返れ破峻感受性等の問題が明らかになり，

材料調l成の微調を含む諸対策を余儀なくされた。その

結果，対策に長期jの時|聞を要することとなったが，関

係者の懸命の努力と，第1団地上燃焼試験に圧肉モー

タケースを用いるなどの工夫により，打上げ時期への

影響は最小限の l年半にとどめることが出来た。

この|札各サブシステムの開発，議試験が議行して

行われ， 94fl'9月 16 日にはST-735-2号機によりサプス

ケールロケットによる I ， 2段のファイア・イン・ザ・

ホール分権の確認試験が行われた。また，固体ロケッ

ト開発の大きな節目となる地 l二燃焼試験は，フルサイ

ズモータだけでも93年から 95年に亘り訓 7巨l能代実験

場で行われた。 96年春には俗載機総等を~裟しての総

合試験である噛み合わせ試験が行われるに至ったが，

その中で，新規開発のファイパ・オプテイカル・ジャ

イロのu1カに振動に伴うドリフトが検出され，その原

因調査と対策に時間を裂し，悶年9月を目指していた

打上げを97年 I ， 2月期に再延期するに至った。

M-V-l 号機は 1997年2月 12 日 13時50分に打ち上げら

れた。各段は殆どノミナル軌illを正常に飛測し，約B

分後には工学実験衛星MUSES-Bを所定の軌道に投入

した。 MUSES-Bは軌道投入後「はるか」と命名され

た。 M-V-I号機の成功により，今後の諦科学ミッショ

ン遂行に自信を深めたところである。

(小野!日浮次郎)

傾いたM-Vロケット

KSCのM台地にM-V型ロケットの展示モデルがあり

ます。その展示ロケットが載っている頭側の位台をよ

く見るとコンクリート製の基鑓とロケットの II日に後か

ら取って付けた織な枕が挟まれている 'JJに気が付きま

す。これはロケットを締付けた時に，ある方が「頭が

下がって見えるJ と一言。実際には地I前が海側へ傾い

ているだけで(昔は平らだったらし b 、)， ロケットは

水平になっていました。しかし頭が下がって見えるの

は‘縁起が悪い'と言うことで， ロケットを少しだけ

頭上がりに傾けました。と:主う訳でこの枕は寸法を|削

途えた基礎のお上げ周では無く，ロケットをより良く

見せるために急逮製作したものでした。以上“鋸付け

工事に間違いは無かった"の言い訳でした。

(下甑滋)
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観測ロケット

ここ 10年間(1988-97年度).各年度の観測ロケッ

トの俊数は横遣いで，年4. 5機に儲まっており，この

間の総機数は. MT-135型 19機. S-3 1O型8機. S-520型

12機となっている。うちS-520型3機. S-3 1O型2機はノ

ルウェー・アンドーヤロケット実験場から打ち上げら

れている。その他，ダイアナ計岡 (1989-9~f.度)で，

Super-Loki6機. Viper9機(米国ase社製小型気象ロ

ケット)がKseから打ち」ニげられている。

現在の単段式MT-135型(搭載機総重益5kg. 発射上

下角 80° .最高到達商店E約55km) は，成層圏のオゾン

浪度，気温，風の観測を目的としており. 1990年度か

ら成府閣オゾン政度の長j倒的変動を計測するため，毎

年2機の割lで打ち上げられている。

単段式S-31O型(搭載機器重鼠4Okg. 発射上下角 80・，

最高到達高]Jl'約2∞km) は，主に中性大気の高度領域

の観測に用いられてきた。近年は，熱閣下部から成層

圏(高度130-40km) にかけた領域での，オゾン，一

酸化窒素，酸素分子，原子密度などの計測の他. TMA

による風の観測l等が行われている。

単段式S-520型(終戦機器重盈150kg. 発射上下角

80". Jbi・高£I)迷高度約 3∞km) は2段式 K-9M 型の後継

機として開発されたもので. S-3 1O型と共 lこ観測ロケッ

トの棟準機として使用されている。 S-520 型には襟準

タイプの他に，回収タイプが用意されている。岡収作

業はヘリコプターで行っている。 S-520 型は本来の科

学観測(銀河紫外線，近・遠赤外宇宙背景放射)に加

え，衛星搭載1i tr の予備試験，工学的機能の飛期試験に

用いられている。 S-520 ・ 10. II. 15 号機による近赤外，

遠赤外領域の宇宙背景放射の観測 lで顕著な成架が得ら

れている。

北極域における実験(ノルウェー・アンドーヤ)は

4次 (1990-1994 年)にわたり実験班が派遣され，現

地の協力を得て. S-520-12. 14. 21 号機および S-3 1O

22. 23 号機が打ち上げられ，オーロラなどの ~U 離閤，

磁気闘現象の解明に大きな成果が得られた。

現在，高々度における観測を目的として高性能 2段

式ロケット SS-520 型の開発が進められている。これは

S-520 型モータを第 l段とし，発射上下角 80° ，俗載機

器重量 75kg に対して，銭高到達高度は約 9∞km て'ある。

初号機の打上げは 98 年早々に予定され，明後年にはア

ンドーヤからの打上げも計画されている。また，この

派生型として小型衛星打仁げ能力(約 15kg) を有す

る3段式ロケットも検討中。(雛岡 元紀)

「この部品は何だ? J

「…3. 2. I, OJ 発射?何度経験しでも緊張と興省

を覚えずにはいられないロケット打上げ。宇宙研では

今までに5∞機余りのロケットを打ち上げてきた。そ

の内私自身l∞機の打上げに携わってきたことになる。

パイパーからM-Vまで大小様々なロケットを見てきた。

S-3 1O観測ロケットは 15号機より所内のメンバニーによ

る打上げを試みることになり現在に至っている。その

内 1機だけ事情により私は参加しなかったロケットが

ある。実験後，相模原で返送器材の工具箱を整理して

いたところノーズコーンの関頭機構に使用する小さな

部品が出てきたのである。びっくりして出張メンバー

に聞くと間違いなく組付けたとのこと。もちろんこの

部品なしにノーズコーンを組付けることは不可能であ

る。製造メーカに問い合わせるとその部品の予備品は

作っていないとのこと。飛朔・観担Ijともにうまくいっ

たし， rまあいいか」とは言わないまでも，そのまま

部品は私の机の中に眠ったままである。(吉田 裕二)

'93 , 2, 20
あすか (ASTRO-D)

'93 , 4
「あすか」が見たM8l銀河の超新皇

-13 ー

'93 , 5 SFUフライトモデルの総合賦験終了

(NASDA ・筑波宇宙センター)

観測ロケット

ここ 10年間(1988-97年度).各年度の観測ロケッ

トの俊数は横遣いで，年4. 5機に儲まっており，この

間の総機数は. MT-135型 19機. S-3 1O型8機. S-520型

12機となっている。うちS-520型3機. S-3 1O型2機はノ

ルウェー・アンドーヤロケット実験場から打ち上げら

れている。その他，ダイアナ計岡 (1989-9~f.度)で，

Super-Loki6機. Viper9機(米国ase社製小型気象ロ

ケット)がKseから打ち」ニげられている。

現在の単段式MT-135型(搭載機総重益5kg. 発射上

下角 80° .最高到達商店E約55km) は，成層圏のオゾン

浪度，気温，風の観測を目的としており. 1990年度か

ら成府閣オゾン政度の長j倒的変動を計測するため，毎

年2機の割lで打ち上げられている。

単段式S-31O型(搭載機器重鼠4Okg. 発射上下角 80・，

最高到達高]Jl'約2∞km) は，主に中性大気の高度領域

の観測に用いられてきた。近年は，熱閣下部から成層

圏(高度130-40km) にかけた領域での，オゾン，一

酸化窒素，酸素分子，原子密度などの計測の他. TMA

による風の観測l等が行われている。

単段式S-520型(終戦機器重盈150kg. 発射上下角

80". Jbi・高£I)迷高度約 3∞km) は2段式 K-9M 型の後継

機として開発されたもので. S-3 1O型と共 lこ観測ロケッ

トの棟準機として使用されている。 S-520 型には襟準

タイプの他に，回収タイプが用意されている。岡収作

業はヘリコプターで行っている。 S-520 型は本来の科

学観測(銀河紫外線，近・遠赤外宇宙背景放射)に加

え，衛星搭載1i tr の予備試験，工学的機能の飛期試験に

用いられている。 S-520 ・ 10. II. 15 号機による近赤外，

遠赤外領域の宇宙背景放射の観測 lで顕著な成架が得ら

れている。

北極域における実験(ノルウェー・アンドーヤ)は

4次 (1990-1994 年)にわたり実験班が派遣され，現

地の協力を得て. S-520-12. 14. 21 号機および S-3 1O

22. 23 号機が打ち上げられ，オーロラなどの ~U 離閤，

磁気闘現象の解明に大きな成果が得られた。

現在，高々度における観測を目的として高性能 2段

式ロケット SS-520 型の開発が進められている。これは

S-520 型モータを第 l段とし，発射上下角 80° ，俗載機

器重量 75kg に対して，銭高到達高度は約 9∞km て'ある。

初号機の打上げは 98 年早々に予定され，明後年にはア

ンドーヤからの打上げも計画されている。また，この

派生型として小型衛星打仁げ能力(約 15kg) を有す

る3段式ロケットも検討中。(雛岡 元紀)

「この部品は何だ? J

「…3. 2. I, OJ 発射?何度経験しでも緊張と興省

を覚えずにはいられないロケット打上げ。宇宙研では

今までに5∞機余りのロケットを打ち上げてきた。そ

の内私自身l∞機の打上げに携わってきたことになる。

パイパーからM-Vまで大小様々なロケットを見てきた。

S-3 1O観測ロケットは 15号機より所内のメンバニーによ

る打上げを試みることになり現在に至っている。その

内 1機だけ事情により私は参加しなかったロケットが

ある。実験後，相模原で返送器材の工具箱を整理して

いたところノーズコーンの関頭機構に使用する小さな

部品が出てきたのである。びっくりして出張メンバー

に聞くと間違いなく組付けたとのこと。もちろんこの

部品なしにノーズコーンを組付けることは不可能であ

る。製造メーカに問い合わせるとその部品の予備品は

作っていないとのこと。飛朔・観担Ijともにうまくいっ

たし， rまあいいか」とは言わないまでも，そのまま

部品は私の机の中に眠ったままである。(吉田 裕二)

'93 , 2, 20
あすか (ASTRO-D)

'93 , 4
「あすか」が見たM8l銀河の超新皇

-13 ー

'93 , 5 SFUフライトモデルの総合賦験終了

(NASDA ・筑波宇宙センター)



アンドーヤ

地球磁気圏内で起きる燦々な現象と磁力線を通じて

結合されている極域m雄閣の現象をロケットで観測す

るために， 1990年から 1994年にかけての4回のオペレー

ションで3僚の8-520 と 2機の8-310を，ノルウェー北却

のアンドーヤロケットレンジから打ち上げた。アンドー

ヤロケットレンジは北緯69&18分と，ほぼ南極昭和基

地に匹敵する高総JJl'に位世するが，暖疏の影響か，冬

でも寒さは厳しくな L 、。

第 l圃オベレーションでは8-520- 12号機 (1990年2月

26日，現地時間，以降同)，第2聞は8-520- 14号機(1 991

年2月 12 EI)，第3回(;1: 8-31 0-22号機 (1994年2月 16 EI) ,

第4回オペレーションでは8-310-23 (1994年 11 月 24 E1)

と 8-520-21 (1994 年 12 月 1 日)をそれぞれ打ち上げ，

何れも所期の観測に成功した。各オペレーションとも

所内外から成る 10 余名の自称少数精鋭の実験班が現地

に赴き，アンドーヤロケットレンジ職員の協力の下に，

同レンジのランチャ， レーダなどの地上設備を用いて

打ち上げた。

オーロラの生成機構の解明を目的とする 8-520 は，

オーロラの中を通して打っと言う難物で，発射準備を

整えた上で，発射方向に狙ったオーロラが現れるのを

一晩中待つ毎日に，班員の疲労がつのる場面もあった

が，目的を途成できて幸いであった。

実験班員はレンジ内の宿舎に宿泊し，第 4困オペレー

ション以外は自炊で同じ釜の飯を食った。料湿の心得

のある班員には余計な負担がかかったが，彼らの貢献

は大きい。現地で氷を踏み抜いて骨折した班 nもいた

が，ロケットの海外持ち出し等々で班員以外にも各方

面の方々のお骨折りを頂いた。(小野田 淳次郎)

ダイアナ計画

1987 年8月に西ドイツの Wuppertal 大学の Offermann

教綬は米国製気象ロケット約 250 機を使った各般大気

波動の全地球的同時観測 (DY ANA:DynamicAdapted

NetworkforMiddleAtmosphere ， ι1:0層大気力学観担 IJ

網)を発案。この提案は 1988 年3月， Bologna での欧州

地球物理学会， Helsinki での宇宙空 liD 委只会 (C08P AR)

で議論され，最終的に 21 ヶ国， ω横闘の参加 lのもと，

1990 年 1月前半から 3月前半の 8遡 l削に計画を遂行する

事となった。いわゆるダイアナ計画である。

日本では 1988 年 4 月 6 EI 付の故伊藤教授への

Offermann 教授からの内之浦での約 40 機のロケット打

上げ要請の書簡を受けて，直ちにロケットの打上げ方

法，上!国風剖 IJ定のためのスキンレーダによる務下球の

摘捉など，技術的な検討をえて予 p:惜i丘をお願いした。

務下球の捕捉がこのキャンペーンの成功の鍵を握るこ

とは l切らかであったので，西ドイツからの技術者立会

いのもと， 1989 年夏にロケット 5機を使った， ロケッ

ト打上げ練習，落下球指Ii捉練習を行った後，本キャン

ベーンに臨んだ。このキャンペーンにより得られた成

巣は日，欧二つの学会誌に特集号としてまとめられた。

話'は前後するが，本キャンベーンのもう一つの困難

は 1967 年にロケット打上げが中止されて以来の多数ロ

ケットの発射に対する漁業者との交渉であった。予惣

どおり(ワ)に交渉は難航したが，最終的には 1989 年

6月 23 日， 1989 年の夏期 5被， 1990 年冬期 122 機を発射す

ることで交渉は決着。観測事業係に残されている往事

の記録をみると，交渉頻度の多さが目を引き，改めて

関係者の苦労が偲ばれる。 m下球の揃挺にも苦労した

が，ともあれ本研究所が国際キャンペーンの一翼を担

う事が出来たのは幸いである。(小山 孝一郎)

'93.5-6 大気球実般で

最高高度 46km を連成 (SBC)

'93.7
宇宙研一般公開(相篠原)

'93.7 M34 モータケース

耐E民験(相復原)
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ションで3僚の8-520 と 2機の8-310を，ノルウェー北却

のアンドーヤロケットレンジから打ち上げた。アンドー

ヤロケットレンジは北緯69&18分と，ほぼ南極昭和基

地に匹敵する高総JJl'に位世するが，暖疏の影響か，冬

でも寒さは厳しくな L 、。

第 l圃オベレーションでは8-520- 12号機 (1990年2月

26日，現地時間，以降同)，第2聞は8-520- 14号機(1 991

年2月 12 EI)，第3回(;1: 8-31 0-22号機 (1994年2月 16 EI) ,

第4回オペレーションでは8-310-23 (1994年 11 月 24 E1)

と 8-520-21 (1994 年 12 月 1 日)をそれぞれ打ち上げ，

何れも所期の観測に成功した。各オペレーションとも

所内外から成る 10 余名の自称少数精鋭の実験班が現地

に赴き，アンドーヤロケットレンジ職員の協力の下に，

同レンジのランチャ， レーダなどの地上設備を用いて

打ち上げた。

オーロラの生成機構の解明を目的とする 8-520 は，

オーロラの中を通して打っと言う難物で，発射準備を

整えた上で，発射方向に狙ったオーロラが現れるのを

一晩中待つ毎日に，班員の疲労がつのる場面もあった

が，目的を途成できて幸いであった。

実験班員はレンジ内の宿舎に宿泊し，第 4困オペレー

ション以外は自炊で同じ釜の飯を食った。料湿の心得

のある班員には余計な負担がかかったが，彼らの貢献

は大きい。現地で氷を踏み抜いて骨折した班 nもいた

が，ロケットの海外持ち出し等々で班員以外にも各方

面の方々のお骨折りを頂いた。(小野田 淳次郎)

ダイアナ計画

1987 年8月に西ドイツの Wuppertal 大学の Offermann

教綬は米国製気象ロケット約 250 機を使った各般大気

波動の全地球的同時観測 (DY ANA:DynamicAdapted

NetworkforMiddleAtmosphere ， ι1:0層大気力学観担 IJ

網)を発案。この提案は 1988 年3月， Bologna での欧州

地球物理学会， Helsinki での宇宙空 liD 委只会 (C08P AR)

で議論され，最終的に 21 ヶ国， ω横闘の参加 lのもと，

1990 年 1月前半から 3月前半の 8遡 l削に計画を遂行する

事となった。いわゆるダイアナ計画である。

日本では 1988 年 4 月 6 EI 付の故伊藤教授への

Offermann 教授からの内之浦での約 40 機のロケット打

上げ要請の書簡を受けて，直ちにロケットの打上げ方

法，上!国風剖 IJ定のためのスキンレーダによる務下球の

摘捉など，技術的な検討をえて予 p:惜i丘をお願いした。

務下球の捕捉がこのキャンペーンの成功の鍵を握るこ

とは l切らかであったので，西ドイツからの技術者立会

いのもと， 1989 年夏にロケット 5機を使った， ロケッ

ト打上げ練習，落下球指Ii捉練習を行った後，本キャン

ベーンに臨んだ。このキャンペーンにより得られた成

巣は日，欧二つの学会誌に特集号としてまとめられた。

話'は前後するが，本キャンベーンのもう一つの困難

は 1967 年にロケット打上げが中止されて以来の多数ロ

ケットの発射に対する漁業者との交渉であった。予惣

どおり(ワ)に交渉は難航したが，最終的には 1989 年

6月 23 日， 1989 年の夏期 5被， 1990 年冬期 122 機を発射す

ることで交渉は決着。観測事業係に残されている往事

の記録をみると，交渉頻度の多さが目を引き，改めて

関係者の苦労が偲ばれる。 m下球の揃挺にも苦労した

が，ともあれ本研究所が国際キャンペーンの一翼を担

う事が出来たのは幸いである。(小山 孝一郎)

'93.5-6 大気球実般で

最高高度 46km を連成 (SBC)

'93.7
宇宙研一般公開(相篠原)

'93.7 M34 モータケース

耐E民験(相復原)
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太陽発電衛星

太陽発電衛星の研究は，宇宙工学委民会の下に 1988

ii'に設置された太陽発泡衛星ワーキンググループの活

動を軸に行われてきた。主査は，初代の後川教授，そ

の後，三浦教授，長友教授に引き継がれている。

宇宙研に設·1i1 されるワーキンググループは，その名

Iiliを冠した衛星計画の実現のための検討を行い，従案

が工学委只会や理学委民会で認められれば，昔I'j留を実

施する研究班に移行するという枠組みで紋位されるも

のである。ところが，太陽発電衛星そのものは人類の

大規艇な将来エネルギーシステムであり，宇宙科学研

究の枠に収まらないものであったため，ワーキンググ

ループの活動も特典なものとなった。

ワーキンググループでは. SFUの次期ミッションを

忽定したエネルギーミッション計画，国際宇宙年の観

測ロケットによるマイク口被伝送実験.後にSPS2α泊

という名で国際的にも有名になった太陽発泡衛星の設

計研究，マイクロ放が生態系に及ぼす影響を研究する

マイクロ波ガーデン計画，という 4つのプロジェクト

型研究を手がけた。この|尚，宇宙研の一般公開での太

陽発屯衛星技術のデモモデルの製作を通じ学生を教育

するとともに，英国からコリンズ氏，ロシアからパン

ケ氏，フランスからピニョレ氏，インドネシアからプ

ルワント氏を招いて国際的な共同研究も行った。

ワーキンググループのプロジェクトは一定の成巣を

挙げ，宇宙科学研究の枠を越え発展的に引き継がれる

ことになったため，ワーキンググループは今年3月に，

設立以来9年にわたる活動の幕を閉じた。ワーキング

グループの中の学会的な活動は，この秋に発足する太

陽発泡衛星研究会に引き継がれることになっている。

(佐々木進)

有翼飛朔体

有~飛均体の研究は東大からの改組の時点で設置さ

れたワーキンググループを伎として行われた。シャト

ルの次の世代の有爽裂完全再使用ロケットを目標とし

て，字術研規模て'て'きることを考えようということだっ

た。 WGでは実験俄HIMESを惣定し技術的なii'.l!題を

WII:lIしつつ研究を進めることとし，推進や大気l調外か

らの帰巡に関係した技術を中心とした研究計画を立案

した。ロケットと逃って協力飛行による蒋突入をする

後体の勉強から始め，緑相Jの実験は何をやるにもまず

実践から，と長友先生に尻をたたかれながらラジコン

僚におもちゃに毛の生えた計測犠器を乗せて飛ばして

みたが，まっすぐ飛ばせることすらなかなか難しいこ

とを実感。その後，小型飛測体を用いた飛行実験を順

次実行することとし，自動操縦の機体をへリから飛行

させる滑空飛行実験を能代の沖合で行った。この次に

行われたのが再突入実験で，色々な制約から気球から

ロケットを発射して大気圏外に有契飛測体を打ち上げ

るロッターン方式により，再突入飛行中の機体の迩動

特性や~力的設計手法の百r~~、を目的とした。第 1 回目

の実験ではロケット点火の直前に気球がパース卜し有

翼飛均体は飛行することなく峻体を失った。この後92

年2月に再度実験を行いー述の飛行実験を終了。この

聞は新型の気球の開発など宇宙'輸送の研究の道のりの

速さを感じながら2号機の準備を進めたが， この辺り

が飛行実験の難しさであり面白さである。その後仕事

は中断されたが，往還憐情:tl1など種々の実験俊計画が

我々が進めた方向を発展させて進められている。宇宙

研が宇宙研的な方法でこの種の飛行実証を伴う研究活

動を行い，輸送系研究に貢献するとの意義を示したも

ので今後もこの方向を継続したい。(稲谷 芳文)

'93.9
台風 13 号KSC 直撃

'93.11
鹿児島宇宙空間観測所 30 周年

'93.11
木星の太陽商通過を「ょうこう」が撮像
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太陽発電衛星の研究は，宇宙工学委民会の下に 1988

ii'に設置された太陽発泡衛星ワーキンググループの活

動を軸に行われてきた。主査は，初代の後川教授，そ

の後，三浦教授，長友教授に引き継がれている。

宇宙研に設·1i1 されるワーキンググループは，その名

Iiliを冠した衛星計画の実現のための検討を行い，従案

が工学委只会や理学委民会で認められれば，昔I'j留を実

施する研究班に移行するという枠組みで紋位されるも

のである。ところが，太陽発電衛星そのものは人類の

大規艇な将来エネルギーシステムであり，宇宙科学研

究の枠に収まらないものであったため，ワーキンググ

ループの活動も特典なものとなった。

ワーキンググループでは. SFUの次期ミッションを

忽定したエネルギーミッション計画，国際宇宙年の観

測ロケットによるマイク口被伝送実験.後にSPS2α泊

という名で国際的にも有名になった太陽発泡衛星の設

計研究，マイクロ放が生態系に及ぼす影響を研究する

マイクロ波ガーデン計画，という 4つのプロジェクト

型研究を手がけた。この|尚，宇宙研の一般公開での太

陽発屯衛星技術のデモモデルの製作を通じ学生を教育

するとともに，英国からコリンズ氏，ロシアからパン

ケ氏，フランスからピニョレ氏，インドネシアからプ

ルワント氏を招いて国際的な共同研究も行った。

ワーキンググループのプロジェクトは一定の成巣を

挙げ，宇宙科学研究の枠を越え発展的に引き継がれる

ことになったため，ワーキンググループは今年3月に，

設立以来9年にわたる活動の幕を閉じた。ワーキング

グループの中の学会的な活動は，この秋に発足する太

陽発泡衛星研究会に引き継がれることになっている。

(佐々木進)

有翼飛朔体

有~飛均体の研究は東大からの改組の時点で設置さ

れたワーキンググループを伎として行われた。シャト

ルの次の世代の有爽裂完全再使用ロケットを目標とし

て，字術研規模て'て'きることを考えようということだっ

た。 WGでは実験俄HIMESを惣定し技術的なii'.l!題を

WII:lIしつつ研究を進めることとし，推進や大気l調外か

らの帰巡に関係した技術を中心とした研究計画を立案

した。ロケットと逃って協力飛行による蒋突入をする

後体の勉強から始め，緑相Jの実験は何をやるにもまず

実践から，と長友先生に尻をたたかれながらラジコン

僚におもちゃに毛の生えた計測犠器を乗せて飛ばして

みたが，まっすぐ飛ばせることすらなかなか難しいこ

とを実感。その後，小型飛測体を用いた飛行実験を順

次実行することとし，自動操縦の機体をへリから飛行

させる滑空飛行実験を能代の沖合で行った。この次に

行われたのが再突入実験で，色々な制約から気球から

ロケットを発射して大気圏外に有契飛測体を打ち上げ

るロッターン方式により，再突入飛行中の機体の迩動

特性や~力的設計手法の百r~~、を目的とした。第 1 回目

の実験ではロケット点火の直前に気球がパース卜し有

翼飛均体は飛行することなく峻体を失った。この後92

年2月に再度実験を行いー述の飛行実験を終了。この

聞は新型の気球の開発など宇宙'輸送の研究の道のりの

速さを感じながら2号機の準備を進めたが， この辺り

が飛行実験の難しさであり面白さである。その後仕事

は中断されたが，往還憐情:tl1など種々の実験俊計画が

我々が進めた方向を発展させて進められている。宇宙

研が宇宙研的な方法でこの種の飛行実証を伴う研究活

動を行い，輸送系研究に貢献するとの意義を示したも

ので今後もこの方向を継続したい。(稲谷 芳文)
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鹿児島宇宙空間観測所 30 周年
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相模原キャンパス

相模原キャンパスに全而移転して記念式典が催され

たのが 1989年5月だから，この特集号のとりあげる期

間は相模原キャンパスでの生活とほぼ重なることにな

る。研究成果では舎かれない部分を振り返って見ょう。

まず所長は，西村純教授，秋葉鍛二郎教授，西 811有

弘現所長と引き継がれた。研究施設は. 93年度に宇宙

科学企画伯広報解析センター (PLAIN). 95年度に次世

代探査機研究センター (CAST) が設-iii されKSCはじ

め7研究施設となった。 5研究部門が新設され 9研究

系52研究部門となった。建物は. 89年度車庫および休

憩室. 90年度特殊実験棟の増築，同じく 90年度中央機

械棟の梢築. 94年度器材格納庫が完成し，建物而智Iは

約47.αlOll'となった。

予nーはずっと横ばい状態で実質減となっており，わ

が国の宇宙開発予算の中で宇宙研の占める割合は 10%

を切っている。定員は89年度271人から 97年度281人と

漸相しているが，楠員のほとんどが教官で，研究活動

を支える技官胞は減る一方。さらに調整手当の引き下

げで，我々の財布の中味も冷え冷えとしている。

さて話題を明るくしよう。 84年度から相模原キャン

パスで始められた宇宙研一般公開は，年々規模が拡大，

内容が充実するとともに参加者が増えてきた。

89年度4αlO名(第6回，構内での展示のほかに講演と

映画も国民生活センターで開催)

90年度38∞名(向上)

91年度6000名(同上)

92年度以別名 (ISY記念事業. r ミニミニ宇宙学校J.

「スタンプラリーJ. r宇宙メダカすくい J. 宇宙研

グッズ販売など新企画多数)

93年度 11(削名(朝lから雨にもかかわらず，この盛況)

94年度14αm名(好天に恵まれ過去最高の人出)

95年瓜~ 12α旧名 (A棟3. 4. 5階会議室を使用してパソ

コンゲームやホームページ公開。水ロケット・パプ

ロケットコーナ一大人気)

96 年度 13α 治名(水ロケット相変わらずの人気)

97 年度 1ω ∞名(台風襲来で荒れ模様. rあなたの名前

を火星へ」コーナー，水ロケット整理若手配布)。

すっかり定着した年中行事となっている。

恒例となった「講演と映画の会」は，毎年都内と相

模原市のほか，地方都市でも行われている。子ども向

けの宇宙学校も大人気で，子どもたちの Z型科離れが懸

念される中，宇宙への夢を育む役割 lを果たしている。

宇宙研への見学者も年々地加しているが，近隣に相模

原市立!事物館が出来てからは，見学コースに組み込ま

れているようで一段とにぎわっており，同時に何組も

がぞろぞろ所内を移動と言う場面も。

また，宇宙研の模型やパネルなどの貸出しも多くな

り，宇宙研の宣伝に一役貰っている。宇宙研ビデオ

「飛び出せ宇宙へ」シリーズもすでに 6巻まで航い，記

録映画ビデオともども活用されている。パンフレット，

リーフレットなども徐々に充実。インターネットのホー

ムページも開設され. ISAS ニュースもホームページ

上で見ることが出来るようになった。

キャンパス内で国外からのスタッ 7を見かけるのも

当り前の風景になってきた。キャンパスが移って，人

の交流が少なくなったといわれる中で，所内支持 Lスポー

ツ大会やミニ述動会. 5回を数えるミニギャラリー，

サークル主般の音楽会，お花見， ビアパーティなど，

さまざまな交流が試みられている。

さて波乱ぶくみの世の中. 8年 4 ヵ月後. 3∞号のこ

ろ，宇宙研はどうなっているだろうか。

(周東三和子)
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日3.12 M-V ロケット

1-2 段接手強度・剛性低騒(相篠原)

'94.2 M-V ロケット

ノーズフェアリング開頭鼠験(相模原)

no-

相模原キャンパス

相模原キャンパスに全而移転して記念式典が催され

たのが 1989年5月だから，この特集号のとりあげる期

間は相模原キャンパスでの生活とほぼ重なることにな

る。研究成果では舎かれない部分を振り返って見ょう。

まず所長は，西村純教授，秋葉鍛二郎教授，西 811有

弘現所長と引き継がれた。研究施設は. 93年度に宇宙

科学企画伯広報解析センター (PLAIN). 95年度に次世

代探査機研究センター (CAST) が設-iii されKSCはじ

め7研究施設となった。 5研究部門が新設され 9研究

系52研究部門となった。建物は. 89年度車庫および休

憩室. 90年度特殊実験棟の増築，同じく 90年度中央機

械棟の梢築. 94年度器材格納庫が完成し，建物而智Iは

約47.αlOll'となった。

予nーはずっと横ばい状態で実質減となっており，わ

が国の宇宙開発予算の中で宇宙研の占める割合は 10%

を切っている。定員は89年度271人から 97年度281人と

漸相しているが，楠員のほとんどが教官で，研究活動
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日3.12 M-V ロケット

1-2 段接手強度・剛性低騒(相篠原)

'94.2 M-V ロケット

ノーズフェアリング開頭鼠験(相模原)
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KSC
鹿児島宇宙空間観測所

l号から 1∞号までは，鹿児島宇宙空間観測所 (KSC)

から打ち上げられた数々の衛星によって，宇宙科学研

究所が世界の舞台に駆け上がる過程を報道した。中で

も M-3sn ロケットによるハレー慧星探査は数々のネ

タを提供してくれ. ISAS ニュースにとっても思い I:U

深いものとなった。 101 号ーから 2∞号までは. M-3Sn

ロケットが宇宙へ巡んだ一巡の科学術昼により，日本

の宇宙科学がまさに世界で中心的役割を巣たした。 3∞

号が出るころ.ニュースの紙面にはどのような KSC

の翌日三映されるか，楽しみなことである。

101 号が出された頃，異常昇温現象の国際観担 IJ rダ

イアナ J 計画の予備実験( 1989.8) 。特に，各地の漁

業述合会との折衝に追いまくられた身では，忘れられ

ない実験だった。年末には，気象台地に新たなシンボ

ルである 20m アンテナが端正に完成した。建設途上に

台風 11 号に砲撃され，図らずも秒速 ωm の強風に耐え

ることが実証されたのは健気であった。

1990 年. rおおすみ J 20周年は. rひてん J 打上げと

ダイアナで明け. 1990 年代は順調な滑り出しとなった。

6月はタイ国の γ リントン王女の来訪に KSC はてんや

わんや。終始なごやかでクレバーな姿が好感。

1991 年8月には「ょうこう」打上げ。 KSC が日本の

太陽物理学を全世界に周知せしめる発進基地となった。

悶じく 8月に行われた KSC の一般公開には 3αm 人もの

人がつめかけ，有意義な企画となった。

1992 年初めには風と雨と火山灰に見舞われながら，

有爽飛均体の打上げ実験。この年は国際宇宙年(I SY)

ということで，それを記念してマイクロウェープ送屯

の実験 (METS) を S-520 ロケットを使って実廊。有

翼も MEl ちも，やはり新たな試みは楽し L 、。

1993 fJミ 2月「あすか」打上げ。つづいて 5月には KSC

の基幹繋備工事の安全祈願祭。起工式直後の総雨入り

で工事は重量航したが. 7月以降は，術基の大アンテナ

を展開できる M台地のクリーンブース. M-V ロケット

のための綴，追跡の拠点となる宮原レーダ基地，それ

ぞれに順調に進捗し始めた。 II 月には開設 30周年記念

祝典が.先達のご苦労に感謝しつつ盛大に催された。

1994 年1月. M-V ロケットが渡る五速僑の渡りeMめ。

6月，不安定な天候に悩まされつつ. ST-735 による M

Vロケットのファイア・イン・ザ・ホール方式のパイ

ロショック試験。 11 月には EXPRESS がプレーメンか

ら空路到活。チームも最終組立制強作業に入る。

年が l別けて 1995 年 1月 15 日に M-3sn によって打ち上

げられた EXPRESS 押t昼は，予期せぬ不具合により太

平洋の瑛腐と消えた。と思いきや後程ガーナ付近で発

見というのは後日語。 KSC のプレスルームの重苦し

い空気が思い出される。これも授業料と割り切って，

次の必勝を期す。 12月には M-V ロケットのためにひと

きわ向く美しく改修された M整備格が姿を現した。ラ

ンチャー荷重試験も無事パス。

1996 年5月には初の船舶輸送になる M-V ロケットの

第い 2段が内之浦の港に活き. MUSES-B 総合オぺ。

1997 年M-V 打上げ直前 IこNASA の宇宙科学陣が KSC

を視察。「マリリン・モンローが浮浪者の服を務てい

るみたいだ」と老桁化した KSC の施設・設備を嘆く。

2月世界初のスペース VLBI 衛星「はるか」発進。

日本の宇宙科学を「おおすみ」以来支え続けた 18m

アンテナも漉した。 KSC の再開発も装いを新たに展

開しようとしている。賢明な日本の文部省は越後科学

の果たす巨大な役割を理解している。 ISAS ニュース

の201-3 ∞号を飾る記事を楽しみにしている。

(的川泰宣)

'94.3 M-V ロケット

1-2 段接手分権政験 (KSC)

'94.4
第 3 困M-34 伸展ノズル機能賦量産(相横原)
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NYC
能代ロケット実験場

1989 年当時の標記研究施設の中絞は M・3sn 型計画

推進のために 81 ・ 82 年に建設された「及空燃焼試験棟」

であった。この年は，同 5号機用キックモータ KM-M

の試作 2号機の真空燃焼試験 (5 月)と来るべき M-V 型

ロケットを念頭に泣いた新開発の推進薬，ケース断熱

材および LITVC2 次噴射体の諸性能を検証するための

基礎実験用 TM-8 ∞'TVC モータの真空燃焼試験 (to 月)

が実施され. M-3Sn から M-V への架け橋の年となっ

た。当時の NTC 実験場長は，初代・倉谷教疫の定年

退官に伴う退任 (86 年3月)の後を引き継がれた第二

代・松尾教授であった。

翌90 年，場長兼務の松尾教授を計画主任と仰ぐ M-V

型計画の正式起動と述!f!i)して，標記研究施設の拡充・

再整備が集約的に開始された。先ず，諸施設設備の適

正配位と場内保安距離確保の観点から敷地面積の拡張

と同計画への自治体を初めとする関係諸機関および地

元住民の型解と支援獲得のための折衝と広報活動が松

尾場長を中心とするスタッ 7 によって精力的に行なわ

れ，こうして整えられた好雰聞気の下，向後足掛け 3

年の問に，上記「真空燃焼試験線」と双墜をなすべき

中核設備「大気燃焼試験棟 J. および「火薬庫 J. I俵

着剤調合・火工品操作室 J. I危険物保管庫」等の試験

支援設備が相次いで新営された。

並行して，老朽・狭陰化の難点が指摘されていた

「計 mlJ・管制機(第一計制 IJ室)J の改装と拡充も行われ，

同じく旧式化した点火管制設備. CPU を新設備に吏

新して点火・計測・傑作系の容 iit と作業性・安全性の

向上が図られた。仕上げに. 80 トン・トレーラーの場

内導入を可能とし，大型支援昔日材の場内移送を安全・

容易にするべく，正門の拡張，場内の建屋取り付け道

路・屋外作業スペースの舗装等周辺整備工事が順次行

われて，場内の 1;;: 観が一変した。

施設整備がほぼ強い，いよいよ M-V 型計画|刻述の大

型燃焼試験が本格的に開始されようとする矢先の 92 年

4月，岩|削教授が第三代場長に就任された。この時 WJ.

実験場から 1km 以内の砂防林内至近の空き地に公害性

の高い大規絞養鶏場進出の民間計画が持ち上がり，宇

宙研のみならず地元浜浅内地区住民にとっても前後数

年に亘って大いに苦 l却するところであったが，やくざ

まが L、の業者と単身渡り合い，遂にこれを撃退した岩

附場長の武勇談は，関係者のみの知るエピソードであ

る。

その後 95 年 toF] まで M-V 型ロケット推進系・ TVC

系研究開発のための -jill の燃焼試験が集中的かっ成功

挫に実施された経粋については. IM-V 特集号 J 掲載

のl剥述記事を参照された L、。実験実務の多忙なこの JPj

I聞にも，場内研究施設設備には. NTC の伝統に倣い，

実験班員自らの創意工夫による逐次改良が重ねられ，

今日まで良好な稼働状態を維持している。

なお. M-V 型 Ill! 述燃試計画最終年度の 95 年4月，岩

II日教授の定年退官に伴う退任により筆者が第四代場長

を存命した。本年在任 3年目になる小職は，当而の 11

務を場内全研究施設設備の健全維持と近代化整備，厚

生設備の充実，現地職制の拡充，地元との蜜月|刻係の

維持と認識しているが，歴代場長によって将来計画の

ために確保されている場内南而留保地に「空気吸込み

式ロケット」および「宇宙探査機推進系」研究開発の

ための 2大試験棟が近い将来出現することを夢見てい

る。(高野維弘)

'94.9
M-V 鼠験機 ST-735-2 打上げ (KSC)

'94 , 9
KM-V1-1真空地上燃焼斌験 (NTC)

'94.10 日田宇宙空間観測所

10 周年記念行事・一般公開
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'94.9
M-V 鼠験機 ST-735-2 打上げ (KSC)

'94 , 9
KM-V1-1真空地上燃焼斌験 (NTC)

'94.10 日田宇宙空間観測所

10 周年記念行事・一般公開
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ATREXエンジン

昭和50年度から「液水エンジン開発の基礎研究」と

して進められてきた液水・液酸ロケットエンジンに関

する開発研究は，昭和63年度に初期の目的を達成し終

了した。その後，ここで待られた研究成果およびイン

フラストラクチャーを踏まえて，将来のスペースプレー

ンにj恥、られる空気吸い込み式エンジンの開発研究が，

民間企業との共同研究として行われている。

このエンジンは液体水素を燃料に用い，飛行中に大

気から吸い込んだ空気を酸化剤lにして，この燃焼ガス

ジェットによって推進力を得るもので，エアーターボ

ラムジェット (ATR)エンジンと呼ばれている。特に，

宇宙研で開発しているものは，水素の冷媒としての特

性を活かしたエキスパンダーサイクルを用いているこ

とから. ATREXエンジンとして世界的に知られてい

る。

この研究開発に伴って能代ロケ γ ト実験場には，

ATRエンジンテストスタンド，高温空気供給装置お

よび計担IJ系が務備された。また. ATREXエンジンは

大気中から大量の空気を吸い込むため，燃焼試験は屋

外で，準備作業は屋内で行うため，テストスタンドを

韮Iう可動ドームが設けられた。

平成2年度から4年度には，ターボファン，燃焼器お

よび内郎熱交換擦に重点をおいた試験が行われ，平成

7年度からは，吸入空気の混度を 160KIこ冷却するプリ

クーラーを装治した試験が行われた。また，平成8年

度にはドイツの企業との共同研究で，再生冷却燃焼総

を装着した試験も行われた。平成8年度までに. 9WJに

分けて合計44回の試験が行われている。(概次 E心

SBe
三陸大気疎慢測所

三陸大気球観測所において放球した気味の数は，今

年. 1997 年の秋の実験が終わったところで. 324 機と

なった。 ISAS ニュースの第 ax 汚ーが出た年. 198 併手は，

放球数が 250 を越えた年であったので，それから，お

よそ年 8僚の割合で揚げてきたことになる。

この間三陸の施設に大きな変化はないが，一つ，旧

受信点の建物が改修され，第二受信点としてより有効

に活用できるようになった。実験設備に関しては，

1995 年，移動用の追跡受信装置の更新があった。

この 8年間，三陸の大気球における大きな成果は，

高高度用薄型気球の開発の成功である。 l享さ 6 ミクロ

ンのポリエチレンフィルムを JH いて趨経 111 の気球を製

作，気球は 1993 年に高度 46.0km. 95 年に 47.8km. 今

年97 年1月には 50.2km まで上昇した。それぞれが，そ

の時点での日本最高高度記録であった。専用の俊治装

ill の開発，店主球法の工夫，機~~の軽 i孟化等，着実な研

究の積み上げの上になされたものである。オゾンや大

気微量成分の観測に笑用されており. 1994 年には北極

閤スピッツベルゲンでも飛揚された。

三陸で行われた科学観測は多方面にわたるが，それ

らの中に，新たな成巣を上げたものとして，シンチレー

ションファイパー検出総による一次電子の観測や赤外

線望遠鏡による銀河面やオリオン領域の屯維炭素直主射

観測などがある。成層圏大気のクライオサンプリング

も 1989 年以降 6回行われた。

三陸での実験ではないが，宇宙研の気球グループが

協力した国立極地研の南極周回気球の成功も特記すべ

きものとしてここに加えた L 、。 cl資津春任)

'95.1 EXPRESS 予定軌道に撮らずミッショ
ン断念 (KSC)

...，....、

'95.2
ベネトレータ貫入実厳 (KSC)
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UDSC
自国字宙空間観測所

宇宙システムは大きく 3つの部分。打上げロケット，

宇宙機，地上系(ロケット管制 II，字爾機管制)から成

り，宇宙ミッションが成果を生むには，これらの「均

衡と盤合がとれている」ことが必要である。当観測所

は，深宇宙探査ミッションにおける宇宙機管制用の地

上局たることを主務とする施設であり，直径 64m のパ

ラボラアンテナを中心に構成されている。まず過去 8

年間の出来事から，幾っかを年代順に記す。

[I] Iポイジャー 2号J が海王星の向う側を通過した

際 ('89 年8月)，探査機からの S(2GHz) 初電波を受

信して海王星大気楠造を調べる日米共同 ~u 波科学実験

に参画。実験は成功を収め，超遠距線通信における臼

田局の実力を示した。

[2] 将来の探ヨ空機からの高速データ受信の観点から，

X(8GHz) 帯の受信機能が加 lえられた ('89) 。

[3] これは早速，翌1! '905 ド l月には， Iひてん」の追跡

管制において S;Mi と併用され， '93 年4月の月面への意

図した衝突の際を含め， Iひてん」のミッション遂行

に貢献した。

[4] 一般に地上局の位置精度は，深宇宙機の軌道決

定精度に大きく影響する。'卯年 7月には郵政省通信総

合研究所の支援を得て.電波干渉計の手法による臼田

局アンテナの精密な位置決定を実施し将来に備えた。

[5] '92 年7月には，開設当初から続いている「さき

がけ」の運用に加え， GEOTAIL の述朋が始まった。

[6] 当観測所では，大型アンテナを電波望遠鏡とし

て也被天文観測も行われて来たが， Iはるか」との

VLBI 観測に対応するため '92 年から '95 51' にかけて

L(l ，6G Hz )/C(5GHz)/K(22G Hz)得の受信後設備の

整備が行われた。

[7]，何年には， Iはるか」からの観測データ受信の

ために，直径 10m のパラボラアンテナを始めとした

Ku (I 4-15G Hz)帯の送受信設備も建設された。

[8] 本年 5月には，当観副 IJm の64m アンテナと「はる

か」捺載のアンテナ(笑口径 8m) を用いた氾波干渉

苦|実験において，干渉縞が L~il で検出され，世界で初

めてスペース VLBI 技術が実証された。現在，当観測

すfでは新棟(宇宙空間光通俗研究実験棟，延べ I面積

1422m', 2階建て)をill設中で， II月に竣工予定であ

る。本新械には水索メーザが2台追加設置され，時刻

安定性の大幅な向上が期待される。

当観測所は，臼田町の中心地から， Illillで 15km，

棟高差7∞mlこ位置するが，道路の舗装等臼 l王l 町のご

支援を受け，大きな事故もなく現在に至っている。 '94

年 10月には，設立10周年の節目として，臼聞町の協力

のもと一般公開を行った。相篠原キャンパスとは央な

り町から速く厳れているため来場者の数と山道での事

故の心配をよそに，事故もなく，予想をjfjjかに越す

u∞人と盛況であった。

辺観測所の悩みとしては，水の問題があげられる。

地層の関係上，湧き水が少ないため，完全自給はでき

ず，適時重量から車での給水を行って凌いでいる。この

ように当観測所の迷期は地元臼田町の協力なくしては

成り立たず，紙面を伶りて感謝いたします。

今後の深宇宙ミッションは， PLANET-Bを初めと

して， LUNAR-A, MUSES-Cと目白押しであり，当

観測所の役割がますます重要となって来ている。目下

の主要課題としては. X{!r受信系の性能改善. x*送

信系の新設，アンテナ補修塗装があげられる。 3∞号

記念号にはこれらのzl!題を克服した報告文が尚載され

ることを期待した L、。(二宮 敬皮)

95.4 ベンンル 40 周年

記念式典・講演会(糸川英夫ほか)

'95.4 M整備繕 M-V 用に改

修中 (KSC)

20-

'95.6
M-14TVC-2 熔焼民験 (NTC)
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自国字宙空間観測所
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PLAIN
宇宙科学企画情報解析センター

PLAIN センターの正式名称は「宇宙科学企画情報

解析センター J です。平成 5年4月，宇宙科学に附する

将来の企画動向をにらんで宇宙研の情報解析システム

を整備する目的で設立されました。 PLAIN は英務名

のCe nter forPLAnningandINformationSystems の

略で，正式の長い和名に比べると発音しやすいためか

今では通紘の方がすっかり定着した感があります。当

センターの活動は，ネットワーク供 Ii車，科学衛星のデー

タベース，スーパーコンビューターなどの中央計算機

およびその全国共同利用と多岐にわたっています。最

近の www のホームページの普及など世の中の情報革

命は加速度的に進行し，当然ながら字術研にも押し寄

せてきました。そのため，当センターの果たすべき役

割l も急速に明えてきましたが，所内外の多くの人の協

力を得ながらなんとか良い方向に進めていく努力をし

てきました。いま精力的に取り組んでいる中心諜題は

科学術昆のデータベースです。宇宙研の最近の衛星デー

タは世界のトップレベルにあるものが陥っており，国

際的貢献への期待も高まってきています。本来，これ

らの科学データはできるだけ速やかに公開して広く一

般の研究者が利用できるようにすべきものです。当セ

ンターでは，各衛星プロジェクトと協力しながらその

ようなデータシステム (DARTS) 作りをしてきまし

た。 DARTS はwww を介してデータの検索，配信の

できるデータベースで，ネットワークにより園内だけ

でなく世界の研究者の利用に供しようというものです。

今年度から「あすか J rょうこう J のデータを公開で

きる運びとなりましたが，今後さらに他の衛星データ

についても問機の予定です。(向井利典)

CAST
次世代探査機研究センター

当研究センターは，誕生 2年半の赤ん坊です。略祢

のCAST( キャスト)は. CenterforAdvancedSpacecraft

Technology の頭文字で，所属する 5人の教官は，キャ

スターということになりましょうか。 TV のニュース

キャスターほど目立ちませんが，実は大変重要な活躍

をしています。

宇宙研のロケットの能力が M-V の開発により向上し.

天文衛星の飛蹴的な高度化，月・惑星への探査領域の

拡大が可能となりました。それに伴って，探査機(広

義の衛星)に要求される技術が急速に難しくなり，加

えて，バラエティーも広くなり，一機毎に新しい技術

が必要となりました。

軌道上で直径 10m のアンテナを展開したり，火星の

周囲を回ってみたり，月にペネ卜レータを打ち込んだ

り，さらには，小惑星に出かけて行ってサンプルを地

球に持ち帰るなど，各ミ γ ション毎に，全く興る新し

い技術を駆使することになります。

当センター CAST は，このような背哉の下に誕生し

ました。特徴的なことは，理学・工学の研究者が，一

つの組織で一体となって活動すること，外の大学・研

究所・産業界と所内の研究系とが，緊密に協力をして，

次世代の探査後技術を開発するための核になることで

す。 STRAIGHT というコード名のプロジェク卜を中

心に，次世代探査機に必要な先端的な技術の開発に力

を入れ， Fb 繊能・高密度の繕載機 ifi; の分野で，既に成

果を上げ始めています。また，ピギーパック衛星 INDEX

(INnovative-technologyDemonstrationEXperiment)

を使った，新伎術の軌道上実証なども検討しています。

(中谷一郎)
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SURe
宇宙基地利用研究センター

宇宙越地利 HI 研究センターは宇宙環境利用に関する

併発の発案およびその育成を積極的に行ってきた。特

に字市における科学研究のうち新しい鎖峻である生命

科学や微小重力科学などについては，研究の体系化や

予備実験を行って宇宙利用の学術的意義を l別らかにす

るよう.共同研究や峨々な支援も行っている。そして

当センター自らも，落下略での短秒時の自由緒下や，

';(1儲気力，超音波などによる模擬的・様似的な微小重

力尽境の生成，また速心機による過重力実験により，

重力が種々の現象にどのような作用を及ぼすかを広く

探索している。

材料実験分野では，微小重力環境利用において限ら

れたリソースと実験回数を有効に利 HI するという観点

から，試料中の状態の可視化技術，いわゆるその場観

察を方法論の 1っとして発展させてきた。結品や流体

が観察光(紫外線~近赤外線， X線等)に対し透過性

を持てば，干渉縞計測等により結品表面の起伏，流体

内温度・浪度分布等のリアルタイム計測が可能になる。

当センターは宇宙初料実験におけるその場観察装置と

して. SFU-MEX( 微小豆カ下の凝固・結， 112 成長実験)

俗載 JH に，顕微鏡レベルの空間分解能を持つ共通光路

型2波長顕微干渉討を世界で初めて開発した。その結

*.本干渉計は，打上げ時と宇宙空間での様々な環境

条例でもその光学的特性が煩われないという従来では

過胎とされた条件を満たした仕様となった。 SFU とは

紡巣的に実施スケジュールが前後してしまったものの，

TR-1A 小型ロケット実験に硲載されたその掛観察装

-ill は本干渉計をベースにしたものであり，また同等品

は地下無重力実験センターの落下実験でも用いられた。

生命科学分野では，これまでに 3回の宇宙生物学実

験を行っている。 l回目は 1990 年，旧ソ速の宇宙ステー

ション・ミールによる実験で，ニホンアマガエル成体

の微小重力下での行動の観察を行った。この実験で，

微小重力下での特異的な姿勢・運動の制御についての

微小重力尽境への適応が見られたこと，脊椎 Hの脱灰

等様々な結果が得られた。現在，この実験から発展さ

せた研究として，生育場所の異なる多種のカエルを JH

い，地球上での生活の逃いが，重力感受の機械の差異

に反映するものであるかを調べるために，国際宇宙ス

テーション・アルファでの実験テーマの候補のーっと

して計画が進められている。

2 ・ 3回目の宇宙実験は，いずれもアカハライモリの

産卵・受精・その後の初期発生のプロセスに及ぼす微

小主力の影響を調べることを目指し， 1994 年の臥 i1L -2

計画， 1995 年の SFU-BIO として行われた。 1M し2では，

軌道上で.i1€卵とその後の発生の進行が観察された。

SFU においても，受精卵の発生の進行が起こっており，

この受精卵の中には，軌道上で産卵された縦率の非常ー

に高いものがあったことが示された。当センターでは，

卵や膝の発生・形態形成における重力の役割 lをさらに

詳細 II に制べるために.肢を情成する個々の調 II胞に対す

る重力の影響を採ることを目指し，そのモデル系とし

てウニ膝の骨片形成系を選び，宇宙実験への適合化も

含めた細胞レベルでの研究を進めている。

(梨林一彦)
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初めての第三者評価

宇宙科学研究所は， 1993iF12月 16 日 -18日に国内外

の有識者からなる「第三者評価委員会」の評価をうけ

た。研究所の第DJgJ訓闘を策定する l時JQJにあたって，

これまでの成果を許制的に;w価していただこうという

のが主な動機であった。第三者による評価はl況に束京

大学理学部物思学教宅や理化学研究所などで行われて

いたが，構成只が一体となってプロジェク卜を推進し

ているという点で，字街科学研究所はこれらの機関と

本質的に異なった性絡を持っている。そこで，個人評

価や研究室単位の評価ではなく，プロジェクト研究組

織としての所そのものを対象とする評価をお願いする

ことになった。この方針に基づいて，所の沿耳~性絡，

巡営方針から始まり，主な研究成巣，さらに将来計画

におよぶ浩織なレポートを作成して 10月に各委員に送

付した。 11月末にまず:!?而によって予備的な意見をい

ただいた上で， 12月に会議を持ったのである。委貝各

伎はいずれも重姿なお仕事をお持ちになり，非常'に多

忙な方々ばかりであったが，全員が出席してくださっ

た。議長はR. Lust Oi;) ヨーロッパ宇宙機関長官，前

マックスプランク研究所総裁)と近藤次郎(日本学術

会議会長)の両先生で，他の委員は秋本俊一，有馬朗

人，飯吉厚夫，中村桂子，西沢潤ー，大沢弘之， L.A.

Fisk, M.S.Longair, J.R.Maddox, V.J. Modi, J.Yang

の務先生方であった。評議員会会長の小問主主先生には

世話人として準備段階から大変お世諸になった。

委Il.会の席上では秋葉所長ほかが所の活動について

簡単な紛介を行ったのち，所内視察をはさんで活発な

意見の交換があった。委 nの方々は必相 jから好意的で，

配布したレポートに対して多くの方からお惨めの言葉

を戴いた。評価委員会報告の「要約」には次のように

記されている。

0宇宙科学研究所第三者評価委員会(以下委員会とい

う)は，以下のことを勧告する。

(1) 一年に少なくとも一般の科学衛星を打ち上げる

(2) 年間予算と人!12 0% 附

0委員会は，宇宙科学研究所が過去の活動への;w価を

ふまえて，以下のとおり宇 iti 科学の研究活動を継続

することを期待する。

(a)X線天文学及び宇宙プラズマの研究における型

学者と工学者の主 lH'f した協同の努力

(b)Mシリーズ打上げシステムの高い信頼性の達成

と， M-V 打上げシステムの開発のための研究開発

(c) 宇宙科学研究と大学院教育の両面における多面

的達成

(d) ハレー探査， GEOTAIL 衛星， rょうこう」衛

星におけるような，図際共同研究の般進

(e) 科学衛星，工学実験衛星の打上げのための系統

だった計画づくり

O委員会は，宇宙科学研究の第 TIJQJ 計画 iの術革 lを了承

した。

O委n会は，宇宙科学研究所が近い将来，適時，第三

者評価委員会を開催することを勧告する。

このように宇宙科学研究所の特徴と成巣をよく理解

していただくことができたのは大きな収穫であった。

また同時に，委只の一人である科学雑誌『ネイチャー』

誌の編集長 Maddox 氏は極めて好意的な意見を論説に

;IH 、てくれた (R 配ipe forag∞d r国carch laboratory,

Nature, 366, 717, 1993)。しかし，勧告していただい

た「年HlJ予釘と人民の20%明」がいまだに実現しない

のは残念と云わねばならな L、。(西旺l 筋弘)

'96.8
JPL 所長エド・ストーン来訪

'96.11-12 M-V-l 組立オベレー '97.1
ション (KSC) 高高度気疎、高度開 km にJl J逮(日本初) (SSC)

..
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宇宙研ミッションの国際協力

打上げ年度 衛星 国際協力の相手国

のトピックスとしては，米国のオリジン計画について

今年の 1月に日米科学者会議が日本で聞かれたことは

記憶に新しいところです。オリジン計画は米国が21世

紀に向けて宇宙科学の中心的課題として設定した研究

の略称で，宇宙，銀河系，星，惑星，生命のオリジン

(起訴)を解き l列そうとする計画です。これらの分野

は日本の科学者の関心と重り，今後広い意味での協力

が期待されます。

国際協力には国の|剖の法体制の逃いによる，礼際もあ

りそれなりの苦労もありますが，科学者や工学者同志

の協調に国境は無くなりつつあり，今後も宇宙科学の

協力はますます深まっていくことでしょう。

(中谷一郎)

国際協力

宇宙科学の分野の国際協力はますます加速されてき

ました。下の表をご覧下さ L 、。字Eti研の衛星は一つ残

らず国際協力を行っていることがお分り頂けると思い

ます。この傾向は世界的なもので，今や宇宙科学は国

際協力なしには考えられない時代となってきました。

これは単に経済的負担を軽くするということではなく，

各国の宇宙科学の活動をうまく調整して，与えられた

条件の下に成果を最大にしたいという宇宙科学者逮の

熱意の表れでありましょう。個々の科学者聞の国境を

越えたネットワークや強力な研究交流などの草の根的

協力が先ずあって，それに合せてフォーマルな枠組を

設定するという方式が大きな成果を挙げているといえ

ます。

その典型的な組織にIACG (宇宙科学関係機関述絡

協議会)があります。世界の4つの宇宙機関，宇宙研

(日)， NASA(米)， ESA(欧)， IKI(銭)のメンバ

が集って宇宙科学ミァションに関する協議を行う組織

です。 1981 年に発足しハレ一審星探査計画における国

際協力に有効に働きました。 1986 年以降の 10年間は太

陽系地球科学が中心事~題となり，日本の「あけぼの」

IGEOTAILJ Iょうこう」が活躍しました。昨年の

IACG では次期の課題に月・感星探査が決まりました。

この他にミッションの的を絞った国際組織としては，

火星探査に|刻して IMEWG ，月探査に|刻して ILEWG

が活動を始めました。また宇宙開発全般に関する国際

的な組織としては， SAF (Spac 沼 Agency Forum) が

1993 年に創設されています。

この他国際的な研究会や委員会，作業グループ，ま

た2国間の協力に関する活動は無数にあります。段近

1988

1989

1990

1992

1992

1994

1996

1998

1998

1999

2∞1

2∞2

あけぼの

ひてん

ようこう

GEOTAIL

あすか

SFU

はるか

PLANET-B

LUNAR-A

ASTRO-E

MUSES-C

ASTRO-F

カナダ

西独

米・英

米

米

米

米・ ESA ・家・ロシア

米・カナダ・独・仏・

スウェーデン

仏

米

米

米

'97 , 2 M-V ロケットに組み '97.2.12
込まれた MUSES-B(KSC) M-V-l 打上げ(はるか) (KSC)

'97 , 3 KSCのシュミットカメラで撮影した

へール・ポップ喜星
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将来計画

さる2月に見事なデビューを遂げたM-Vロケットは，

ISASニュースの次の l∞回 (201号-3∞号〕を担うこと

になる。

M-Vの妬く世界は多彩である。

まず長年の念願であった本格的な月・惑星探査が開

始される。当而3つのミッションが認可されている。

来年の7月に内之浦を旅立つ日本長初の火昼探査後

PLANET-Bは，謎に包まれた火星の上回大気とその太

陽風との相互作用を採る。そしてつづいて新装なった

LUNAR-A。ペネトレーターと熱流計のネットワークで

月の内部を覗く。 211世紀最初]の打上げとなる MUSES-C

(2∞2年初め打上げ)は，小惑星からのサンプルリター

ンである。

1970年代，米ソの華々しい月惑星探査を指をくわえ

て眺めるしかなかった日本の惑星科学チームは，

M-3S11 によるハレー主主星傑査 (r さきがけよ「すいせ L 、J)

と月スウィングパイ (r ひてん J) を経て. M-V を最大限

に活用して太陽系にはばたく時代を迎える。

ISAS ニュースに，太陽系のさまざまな天体の姿が登

場し，新たな彩りが添えられるだろう。

ISAS ニュースの fill 刊号から 2∞号までは .M ・3S ロケッ

トと M-3S 11 ロケットを背景として， 日本の宇宙科学が

索附らし L 、勢いで世界の舞台に登場する療を報道しつづ

けた。 M-V の登場は，これらの分野をひきつづき発展さ

せる (ASTRO-E: X線天文衛星)とともに， 世界初の

スペース VLBI (はるか)によって始まった電波天文学，

生まれつつある銀河や惑星系を冷たい目で宇宙を見る

ASTRO-F(赤外線天文衛星)などを新たに閲妬する。

これからの 1∞回の [SAS ニュースも「乞御期待」である。

行政改革の行方も気になるところ。新し L 、宇宙科学

研究所の展望も ISAS ニュースを賑わすことになるだろう。

(的川泰宣)

'97.2 ペンシル・ロケットスミソ '97.5-6 ASTRO-E 構造 ・97.7

ヱアン博物館に展示(ワシントン) モデル賦験(相復原) rはるか J が捉えたヲェーサー

地上の電波望遺鏡群だけで作られ 「はるか」が怠加したスペース

た画像 VLBI による画像
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ISASニュース200号に

寄せて
[SASニュース誕生から 16年8 カ月経ちました。人|聞

ですと毎年誕生日のお祝をするのですが，ニュースで

は l∞号毎に記念号を出しています。 169号より B5版

からA4版に変わったり 181号よりインターネットでの

公開がされる繰になったり，色々と変身がありました

が編集委n会のご努力で中身は益々充実してきている

のは我々読者にとって賂しい事であります。

初めは宇宙科学に燐わる人々の聞の情報交換や意志

疎通の為に生まれたニュースですが，それと同時に出

来るだけ多くの国民の皆様に我が国の宇宙科学の発展

ぶりを知って応援して頂くと共に.l1I1科帳れと言われ

る中日生の中に少しでも科学に対する情熱を持ってl'I

える般になれば幸いと思います。インターネットで公

開される様になった今は単なる宇宙研の広報誌として

でなく，研究教育機関のもう一つの使命として中高生

に対する啓蒙の資料としてTitきたいと希望するのは研

究に忙しい編集委員会の皆織に対して献でしょうか。

私が宇宙研を去って以来 12年半になります。宇宙研

の成果は正に世界一流のものとなり，ある而では l世界

をリードする燥にもなっています。 M-3S n から M-V

に移り今後の宇宙探査僚の果たせる役目が大きくなっ

ています。目傑を着実に設定すれば更に発展出来るで

しょう。本ニュースも研究者が自ら関わる事で色々な

機関の広報誌の手本にもなっています。これらを今後

支えて呉れるのは次世代です。彼等に対して‘格好良

い IJJだけを知らせるのではなくもう少し易しい基本

的な事を知らせるコラムを作っては如何でしょう。研

究所の発行物として異色な物となるかも知れませんが。

さて次の記念号は3∞号で，且つ25周年記念でもあ

ります。銀色の記念号になるのでしょうか。読者の一

人として是非その蹄かしい記念号を見たいと思ってい

ます。その頃には宇Hi研の活躍場所は太陽系金体にも

広まっている IJJでしょう。今の尚校生は大学を卒業し

て研究や生産の実社会にJ;Eを断み入れている時期です。

彼等に良いサポーターになって1'1'える事がこれからの

宇宙研究を発展させる JJの因にもなるでしょう。 ISAS

ニュースこれからも頑張って下さ L 、。

(平尾邦雄: ISASニュース初代編集委只長)
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